
別紙資料１                  第１学年スタートカリキュラム 一覧表 
            合科的な学習                            各教科・道徳・特別活動 
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第1期  「はじめまして」（2５時間）〔入学式翌日～４月第３週〕                       国語17時間 

（目標） 1年生になった嬉しさを素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら、学校で過ごすことができる。                       ○みつけたよ⑥ ○はきはきあいさつ② ○ほんがたくさん③ ○あいうえおのうた② ○あいうえお②  

（１）みなさん はじめまして（１４時間）                                                                  ○じをかこう②  

目標 新しい先生や友達を知り、入学の喜びを感じながら過ごすことができる。                                                 算数 12時間 

   Ａ①みなさん よろしくねⅠ～Ⅲ（６時間）国 音 図 学                                                      ○なかまづくりとかず③ ○かずのなまえ⑨ 

   Ｂ②いっしょに あそぼうよⅠ・Ⅱ（５時間）国 算 生 音 体                                                  生活 6時間 

Ｃ③おはなしだいすきⅠ（３時間）国 学                                                             ○ともだちいっぱい⑥ 

                                    音楽 ６時間 

（２）がっこう きょうしつ はじめまして（１１時間）                                                      ○さんぽ② ○どんなかんじでうたおうかな④  

目標 新しい学校や教室のことが分かり、自分の居場所を見つけて安心して過ごすことができる。                                   図画工作 4時間 

  Ｄ①がっこう はじめましてⅠ・Ⅱ（７時間） 国 生 体 学                                              時間）○すきなものなあに④ 

  Ｅ②きょうしつ がっきゅう はじめましてⅠ～Ⅲ（４時間）算 生 体 道 学                                     体育 9時間 

                                                                            ○ゆうぐであそぼう③ ○おにあそび⑥  

                                                                           道徳 3時間 

                                                                          ○健康や安全に気を付け、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、わがままをしないで規則正しい生活をする。①  

                                                                         ○約束やきまりを守り、みんなが使うものを大切にする。① ○気持ちのよいあいさつ、言葉遣い、動作などに心掛けて明るく接する。① 

                                                                        学級活動 3時間 

                                                                      ○学校における多様な集団の生活の向上 ○基本的な生活習慣 ○学校図書館の利用 ○望ましい食習慣の形成                  

第2期「がっこうだいすき」（16時間）〔４月第４週～５月第２週〕            国語 ２０時間 

（目標） 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校に来たい思うことができる。              ○あめですよ④ ○ふたとぶた② ○ことばあそび③ ○じをかこう⑤ ○みんなにつたえよう④ ○ぶんをつくろう② 

                                                          算数 11時間 

（１） がっこう だいすき（６時間）                                                 ○かずのなまえ⑨ ○なんばんめ② 

目標 学校生活に慣れ、自分の学校に親しみを感じ、学校が大好きになる。                               生活 6時間              

  Ｆ①がっこうのこと もっと しりたいなⅠ～Ⅲ（６時間）国 算 生 道 学                         ○みんなともだち⑥           

                                                               音楽 4時間 

（２）がっきゅう だいすき（7時間）                                            ○うたでいっしょにあそぼう② ○にっぽんのうた みんなのう② 

目標 学校生活に慣れ、自分の学級や教室に親しみを感じ、毎日楽しく過ごすことができる。                    図画工作 ６時間 

  Ｇ①きょうしつ がっきゅう だいすきⅠ～Ⅲ（４時間）国 算 図 道 学                      ○みんなでかざろう④ ○どんなかたちのかみにも② 

  Ｈ②みんなであそぼうよⅠ・Ⅱ（３時間）算 音 体 学                              体育 3時間 

                                                          ○からだほぐしのうんどう③ 

（3）しぜんとなかよし（3時間）                                           道徳 2時間 

目標 自分の身近にある自然とふれあい、親しみを感じながら楽しく活動することができる。            ○自分がやらなければならない勉強や仕事は、しっかりと行う。① ○先生を敬愛し、学校の人々に親しんで、学級や学校の生活を楽しくする。①  

Ｉ①はなやくさとなかよくなろうⅠ・Ⅱ 国 生 音 図（３時間）                  学級活動 2時間 

                                             ○学級内の組織作りや仕事の分担 ○清掃などの当番活動の役割と、働くことの意義の理解 

                                                   

第3期「みんななかよし」（11時間）〔５月第３週～５月末日〕     国語 １２時間 

（目標）学級や学年の友だちといろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生  ○おおきなこえでよみましょう② ○あひるのあくび② ○はへををつかって④ ○こんなことしたよ④             

     活を送ることができる。                             算数 ９時間  

                                         ○いくつといくつ⑥ ○こえにだしていおう① ○あといくつかな① ○かずあわせ①     

目標 学級や学年の友だちといろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生活を送るこ    生活 ６時間 

教科等 合計時間
  国語  14 

  算数    ４ 

   生活    10 

  音楽     ４ 

 図画工作    ５ 

  体育    ４ 

   道徳    ４ 

学級活動   ７ 

   総計    52 

    とができる。                                                    ○やってみたいことにちょうせんしよう① ○もっとなかよくなろう③ ○おきにいりをおしえあおう②    

   Ｊ①どうぶつらんどへ ようこそⅠ～Ⅳ（５時間）国 算 音 図 体 学          音楽 ６時間 

   Ｋ②みんなであそぼう なかよくなろうⅠ・Ⅱ（６時間）国 生 音 道 学      ○どんなうたがあるかな④ ○たんとうんであそぼう② 

                                     図画工作 ５時間 

                                                        ○かたちからうまれたよ③ ○おはなをかこう② 

                                                                                体育 ５時間 

                                               ○どうぶつらんど⑤ 

                                                                        道徳 ２時間    

                                                                       ○友達と仲良くし、助け合う。 ○日ごろ世話になっている人々に感謝する。 ○身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接する。 

         学級活動 ２時間 

     ○学級や学校における生活上の諸問題の解決 ○望ましい人間関係の形成 ○心身ともに健康で安全な生活態度の形成          
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「はじめまして（第１期）25 時間（１）みなさんはじめまして－①みなさんよろしくねⅠ～Ⅲ ６

時間」   
 
２ 第１期の目標 １年生になった嬉しさ素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら過ごすことがで 

きる。 
 
３ 単元の目標  新しい先生や友だちを知り、入学の喜びを感じながら過ごすことができる。 
 
４ 小単元名 「みなさんよろしくねⅠ～Ⅲ」 

（１） 目標     ・学級の友だちや先生に自己紹介をしたり、自己紹介を聞いたりしながら、    
友だちの顔や名前を覚え、新しい人との出会いの嬉しさを味わう。 
国語 学級活動 音楽 

・元気に挨拶や返事をしたり、歌を歌ったりしながら、入学の喜びを感じる
ことができる。国語 音楽 

            ・自分の名前を書いたり、自分の名前カードを作ったりして１年生になった
喜びを感じ、新しい出会いを感じることができる。国語 図画工作 

   
（２）小単元計画 （６時間） 

時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連 
 
 
 
 
 
     
 １ 

みなさんよろしくねⅠ 
（せんせいやともだちのなまえを 
おぼえよう） 
Ａ－１ 
 

①先生の自己紹介を聞き、自己紹介の仕方 
を知る。 

・先生に自己紹介の仕方をデモンストレーションして 

もらう。 

②自己紹介をしたり、自己紹介を聞いたりす
る。 

・順番に自己紹介をする。 

③「てとてであいさつ」を歌う。 
・隣の友だちと握手をしながら、｢てとてであいさつ｣

を歌う。 

 

国語 1/3
学級活動 1/3 
音楽 1/3 

 
 
    
 ２ 

（いろいろなせんせいよろしくお 
 ねがいします）  
Ａ－２ 
 

①ゲストの先生について知る。 
・養護教諭、司書教諭、給食の先生などに話を聞く。 

②聞きたいことを質問したり、話をしたりす
る。 

・来てくださった先生のところへ行って聞きたいこと

を聞いたり、話をしたりする。 

 

国語 1/2
学級活動 1/2 
 

 
 
 
３ 
 ・ 
 ４ 

みなさんよろしくねⅡ 
（１ねんせいをむかえるかいであ 
いさつをしよう) 
Ａ－３ 
 

①昨年の 1 年生を迎える会の写真を見て、１
年生を迎える会のことを知る。 

②１年生を迎える会に向けて、あいさつや返
事の仕方を練習する。 

・１年生を迎える会で１年生がいう挨拶の言葉や、返

事を練習する。 

③１年生を迎える会で歌う歌を歌う。 
・１年生を迎える会で歌う歌を練習する。 

④１年生の他の学級と一緒に練習する。 
 

国語１と 1/2
音楽 1/2  
 
 

 

 
 
 
 ５ 
 ・ 
 ６ 

みなさんよろしくねⅢ 
(じぶんのなまえかあどをつくろ 
う) 
Ａ－４ 
 

①名前カードを作ることを知る。 
・見本を見て、名前カードの書き方を知る。 

②自分の名前を知り、書く。 

・自分の名前を下書き用の紙に書く。 

・自分で好きな色の色画用紙を選んで、名前を書くと

ころに自分の名前を書く。 

③名前カードを書く。 
・絵を描くところに自分の好きなものを、好きなよう 

に描く。 

④書いたカードを友だちに紹介する。 

国語 1/2
図画工作１と
1/2 
 
  

 

Ａ 
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５ 本時の学習 Ａ－１ 
（１）活動名   「みなさんよろしくね Ⅰ ～せんせいやともだちのなまえをおぼえよう～」（1/6

時間） 
 
（２）目標     ・先生や学級の友だちに自己紹介をしたり、自己紹介を聞いたりしながら、友だち

の顔や名前を覚え、新しい人との出会いの嬉しさを味わう。 
国語 学級活動  

 
（３）評価規準   ・自分の名前をはっきりと伝え、自己紹介しようとしている。国語【国語への関

心･意欲･態度】 
・友だちや先生の自己紹介を聞いたり、自己紹介をしたりすることを通して１年
生になったことを感じることができる。学級活動 【（１）－ウ学校における多
様な生活集団の向上】 

 
（４）準備物    ＣＤ ＣＤデッキ 

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 先生の自己紹介を聞き、自己紹介の

仕方を知る。 
  ・先生に自己紹介の仕方をデモンストレー

ションしてもらう。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 自己紹介をしたり、自己紹介を聞い

たりする。 
  ・順番に自己紹介をする。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 「てとてであいさつ」を歌う。 

・隣の友だちと握手をしながら、｢てとてで

あいさつ｣を歌う。 

 
 
 
 
 

 

 

◎教師がデモンストレーションをして自己紹介の

仕方を示す。 

◎自分の名前がはっきり伝わるよう、口を大きくあ

けて話すようにする。 

◎言える児童は何か一言付け加えて言うことがで

きるよう、いくつか例を挙げておく。 

 ・好きなもの  ・保育所や幼稚園の名前 

 ・1年生になってしたいこと ・得意なことなど 

 

 

 

 

 

 

 

◎どの児童でも言えるように、みんなの前でも自分

の席でも構わないことにする。 

◎みんなに言えたという気持ちを大切にし、評価す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎握手する相手を変えて、何回かする。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★自分の名前

をはっきりと

伝え、自己紹介

をしようとし

ている。（行動

観察） 
 
★友だちや先

生の自己紹介

を聞いたり、自

己紹介をした

りすることを

通して 1年生に

なったことを

感じることが

できる。（行動

観察） 

 

せんせいやともだちのなまえをおぼえよう 

～です。よろし

くね。 
よろしくね。 

私の名前は、～です。

好きなものは、…です。

あ、僕もいちご

好き。一緒だ

ね。 

僕の名前は～で
す。好きなものは

いちごです。 
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５ 本時の学習 Ａ－２ 
（１）活動名   「みなさんよろしくね Ⅰ ～いろいろなせんせいよろしくおねがいします～」（2/6

時間） 
 
（２）目標    ・学校にいるいろいろな先生や人とかかわり、新しい人との出会いの嬉しさを味わ

う。生活 道徳  
 
（３）評価規準  ・学校にいるいろいろな先生や人に関心を持ち、かかわろうとしている。生活【生

活への関心・意欲・態度】 
・学校にいるいろいろな先生や人が自分たちの生活を支え、楽しくしてくれている

ことを知り、親しみを感じることができる。道徳【４－（４）先生を敬愛し、学
校の人々に親しんで、学級や学校の生活を楽しくする】 

 
（４）準備物    ※ゲストの先生に用意してもらうもの…写真、名札など 

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ ゲストの先生について知る。 
  ・養護教諭、司書教諭(図書の担当教諭)、

給食の先生などに話を聞く。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 聞きたいことを質問したり、話をし

たりする。 
   ・来てくださった先生のところへ行って聞

きたいことを聞いたり、話をしたりする。

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

◎まずは、１年生とかかわりの深い先生に話をして

もらい、身近な人に親しみを感じることができる

ようにする。 

◎可能であれば、３～４人の先生に来てもらえるよ

う、事前にお願いをしておく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎初めに行く先生だけ決めておき、後は自由に行っ

てよいことにする。 

◎友だちと行ってもよいことを伝えておく。 

◎児童の行くところが偏ってきたら、声をかけるよ

うにする。 

 

 
 
 
 
 
★学校にいる
いろいろな先
生や人が自分
たちの生活を
支え、楽しくし
てくれている
ことを知り、親
しみを感じる
ことができる。
(行動観察) 
 
 
 
 
★学校にいる
いろいろな先
生や人に関心
を持ち、かかわ
ろうとしてい
る。(行動観察）
 
 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いろいろなせんせい よろしくおねがいします 

図書室で人気

の本は何です

か。 

給食で何が１

番おいしいで

すか。 

私 (教師 )の名前

は、～です。｢保健

室｣にいます。具合

が悪い時や、怪我

をした時は、いつ

でも来てくださ

い

私(教師)の名前
は、～です。図

書室にいます。
楽しい本がた
くさんあるの

で、いつでも来
てね。 

学校にはいろん
な先生がいるん

だね。 

先生の名前も

分かったよ。図

書室に行って

みたいなあ。 
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５ 本時の学習 Ａ－３ 
（１）活動名    「みなさんよろしくね Ⅱ ～１ねんせいをむかえるかいであいさつをしよう」

（3/6・4/6 時間） 
 
（２）目標    元気に挨拶や返事をしたり、歌を歌ったりしながら、入学の喜びを感じることが 

できる。国語 音楽 
 
（３）評価規準  ・はっきりとした発音で挨拶の言葉を言ったり、返事をしたりできる。国語【話

す・聞く能力】 
                   ・友だちと一緒に歌うことを楽しんでいる。音楽 【音楽への関心・意欲・態度】 

 
（４） 準備物   昨年の１年生を迎える会の写真 ＣＤ ＣＤデッキ 歌詞を書いた模造紙 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 昨年の１年生を迎える会の写真を見 

て、１年生を迎える会のことを知る。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ １年生を迎える会に向けて、挨拶や返

事の仕方を練習する。 
  ・「ぼくたち わたしたちは １年１組です。

仲良くしてください。」など、挨拶の練習を

する。 

  ・呼ばれたら、「はい」と返事をする。 

 

  

 
 
 
 
 
 
３ １年生を迎える会で歌う歌を歌う。 

・「１年生になったら」｢ドキンドキン１年

生｣など、1年生を迎える会で歌う歌を練習

する。 

 
４ １年生の他の学級と一緒に練習する。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎１年生を迎える会について知らせ、１年生を迎え

る会への見通しが持てるようにする。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

◎元気に、はっきりとした言葉で言うように教師が

手本を示す。 

◎「はい」と返事をすることから練習するなど、児

童の実態に応じて練習の仕方を工夫する。 

 

◎楽しく歌えるよう、教師がリズムに乗って身振り

手振りしながら一緒に歌うようにする。 

◎この時間だけでなく、朝や帰りの会でも歌うよう

にする。 

 

◎他の学級一緒に練習することで自信を持ったり、

意欲を高めたりすることができるようにする。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★はっきりと

した発音で挨

拶の言葉を言

ったり、返事を

したりできる。

(行動観察) 

 

 
 
 
 

 

 

 

★友だちと一

緒に歌うこと

を楽しんでい

る。（行動観察）

 

 
 
 
 
 

１ねんせいをむかえるかいで あいさつをしよう 

１年生を迎える

会って、こんなこ
とするんだね。 

「ありがとう。」
って、元気に言
えるかな。 

１年１組は、
最初に挨拶す

るんだね。 

たくさんの人が
いて、ちょっと恥

ずかしいな。 

体育館でやる
んだね。 

「はい。」は元気

に言えるよ。 

２年生から６

年生までみん
ないるね。 

ペアの２年生が
連れてってくれ
るんだって。 
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５ 本時の学習 Ａ－４ 
（１）活動名   「みなさんよろしくね Ⅲ ～たのしいなまえかあどをつくろう～」（5/6・6/6 時

間） 
 

（２）目標    ・自分の名前を書いたり、自分の名前カードを作ったりして１年生になった喜びを 
感じることができる。国語 図画工作 

  
（３）評価規準   ・言葉や文字に関心を持ち、自分の名前を進んで書いている。国語【国語への関

心・意欲・態度】   
  ・自分の好きなものを絵に描くことを楽しんでいる。図画工作【造形への関心・

意欲・態度】 
 
（４）準備物    名前カードの見本 下書き用の紙 名前カードの画用紙  

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 名前カードを作ることを知る。 

・見本を見て、名前カードの書き方を知る。
 
 
 
２ 自分の名前を知り、書く。 

・自分の名前を下書き用の紙に書く。 
・自分で好きな色の色画用紙を選んで、名

前を書くところに自分の名前を書く。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 名前カードを書く。 
   ・絵を描くところに自分の好きなものを、

好きなように描く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 書いたカードを友だちに紹介する。
 

 
 
 
 
◎教師の作った名前カードを見せて、名前カードの
書き方を伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎下書き用の紙に書いたものを教師がチェックし
た後、名前カードに書くようにする。 

◎書けない児童にはお手本を書き、それを見て書く
よう支援をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎「友だちや先生に好きなものを教えてあげよう。」
など、絵を描くきっかけになる助言や例示をす
る。 

◎思いついたものをどんどん描いてよいことを伝
える。 

◎色鉛筆やクレパス、マーカーなど描く道具を選べ 
るようにしておく。 

◎早く描き終わった児童は同じものを用意してお
き、２枚、３枚と描けるようにしておく。 

 
◎できた児童から、近くの友だちと作った名前カー
ドを紹介し合う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★言葉や文字
に関心を持ち、
自分の名前を
進んで書いて
いる。（行動観
察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分の好き
なものを絵に
描くことを楽
しんでいる。
(行動観察) 
 
 

 
         

たのしいなまえかあどをつくろう 

僕、自分の名前

書けるよ。 

大きく書くの
は難しいな。 

私は、読め

るけど書け
ないよ。 

先生が書いて見

せてくれたら、書
けたよ。 

何を描こう
かな。 

ぼくはすいか

が好きだよ。 

いっぱい描きた

いものがあるよ。 
先生と同じ

で、犬も好き
だよ。
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「はじめまして（第１期）25 時間」（１）みなさんはじめまして－②いっしょにあそぼうよⅠ・Ⅱ 

５時間」  
 
２ 第１期の目標 １年生になった嬉しさ素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら過ごすことがで 

きる。 
 
３ 単元の目標   新しい先生や友だちを知り、入学の喜びを感じながら過ごすことができる。 
 
４ 小単元名 「いっしょにあそぼうよ Ⅰ・Ⅱ」 

（１） 目標   ・新しい友達や先生と歌を歌ったり、身体を動かして一緒に遊んだりすることを   
通して、新しい出会いを楽しんだり、数に親しんだりする。音楽 算数 体育 

          ・新しい友達や先生と遊具で遊ぶことを通して、新しい出会いを楽しんだり、遊
具の使い方に慣れたりする。国語 生活 体育 

           
   

（２）小単元計画 （５時間） 
時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

 
 
 
 
 １ 

いっしょにあそぼうよⅠ 
（うたやげーむであそぼう） 
Ｂ－１ 

①「さんぽ｣を歌う。
・「さんぽ」を身振り手振りをしたり、歩いたりしながら歌う。 
②仲間作りをする。 
・先生に言われた条件を考えて、友だちと仲間作りをする。 
③作った仲間と、輪になって遊ぶ。 
・仲間を作った友だちと輪になって、背中をさすったり、つ
ながったりする。 

 

音楽 1/3
算数 1/3 
体育 1/3 

 
 
 
 ２ 

Ｂ－２ ①「かもつれっしゃ」を歌う。
・｢かもつれっしゃ｣をみんなで歌って遊ぶ。 
②２人組で遊ぶ。 
・「かたたたき」や「からだでじゃんけん」をする。 
③３人組で遊ぶ。 
・｢たったりすわったり｣や「ふうせんつき」をす 
  る。 
 

音楽 1/3
体育 2/3 
 

 
 
 
 ３ 

Ｂ－３ ①「さんぽ」や「かもつれっしゃ」を歌う。 
・今までに歌った、「さんぽ」や｢かもつれっしゃ｣を歌う。 
②３人組で遊ぶ。 
・3 人組で新聞紙を使った遊びをする。 
 ○新聞紙運び  ○ボール運び 
 

音楽 1/2
体育 1/2 
 

 
 
 
 
 ４ 
 
 
 
 
 

いっしょにあそぼうよⅡ 
（こうていのゆうぐであそ
ぼう） 

Ｂ－４ 
 
 
 
 
 

①学校巡りで見つけた遊具について話し合う。 
・どんな遊具があったかを話し合う。 
②固定遊具の使い方を知る。 
・きまり、学習の場、安全面について知る。 
③自分の好きな遊具で遊ぶ。 
・安全面に気を付け、きまりを守って自分の遊びたい遊具で
遊ぶ。 

④友だちと遊具で遊ぶ。 
・ 友だちを誘って一緒に遊具で遊ぶ. 
・  
. 

生活 1/2
体育 1/2 

 
 
 
 ５ 

Ｂ－５ 
 

①自分の好きな遊具で遊ぶ。
②遊具を使ってできる遊びを教え合う。 
・遊具を使ってどんな遊びができるか考え、発表する 
③遊具で遊んだことについて話す。 
・楽しかったことや仲良くなった友だちのことなどを発表す
る。 

生活 1/2
体育 1/2 

 
 
 
 
 

Ｂ 
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５ 本時の学習 Ｂ－１ 
（１）活動名   「いっしょにあそぼうよⅠ ～うたやげーむであそぼう①～」（1/5 時間） 

 
（２）目標   ・新しい友だちや先生と歌を歌ったり、身体を動かして一緒に遊んだりすることを   

通して、新しい出会いを楽しんだり、数に親しんだりする。音楽 算数 体育 
 

（３）評価規準 ・友だちと一緒に楽しく歌うことを楽しんだり、楽曲に合わせて進んで身体を動か
したりして、楽しく表現しようとしている。音楽【音楽への関心・意欲・態度】 

         ・意欲的に集合を作って仲間作りをしたり、数に親しんだりしている。算数【算数
への関心・意欲・態度】 

         ・友だちと進んで輪を作り、誰とでも仲良く協力し合ったり助け合ったりし、身体
を動かす楽しさが増すことを体験することができる。体育【運動への関心・意欲・
態度】 

 
（４）準備物    ＣＤ ＣＤデッキ  

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 「さんぽ」を歌う。 
   ・「さんぽ」を身振り手振りをしたり、歩

いたりしながら歌う。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 仲間作りをする。 
  ・先生に言われた条件を考えて、仲間作り

をする。 
   ・できた仲間の数を確かめる。 
  
 
 
 
 
 
３ 作った仲間と、輪になって遊ぶ。 
・仲間を作った友だちと輪になって、背中を

さすったり、つながったりする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
◎身振り手振りをすることに戸惑っている児童に

は、先生や友だちのまねっこをして一緒にやって

みようと声かけをする。 
 
 
 
 
 
 
 
◎仲間作りがしやすいように、初めは簡単な条件に

する。（男の子・女の子など） 
◎できた仲間の数を一緒に数えたり、数の大きさを

比べたりして、数に親しむようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
◎学級の数に応じて、６～７人のグループで輪を作

る。 
◎優しく触れ合うことができるよう、配慮をする。 
 

 
 
 
 
★友だちと一
緒に楽しく歌
うことを楽し
んだり、楽曲に
合わせて進ん
で身体を動か
したりして、楽
しく表現しよ
うとしている。
（行動観察） 
 
★意欲的に集
合を作って仲
間作りをした
り、数に親しん
だりしている。
(発表・行動観
察) 
 
 
 
 
★友だちと進
んで輪を作り、
身体を触れ合
いながらコミ
ュニケーショ
ンをしようと
している。(行動
観察) 

 
 
 
 
 
 
 

うたやげ－むであそぼう① 

優しく背中を

す～りすり。次

は、反対だよ。

ごろんと寝転

んで、輪を作

るよ。 

「さんぽ」は知
ってるから歌え

るよ。 

身体を動かし
て歌うと、楽し
いね。 

５月生まれは
…。 

同じ色の洋服の
友だちは…。 
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５ 本時の学習 Ｂ－２ 
（１）活動名   「いっしょにあそぼうよ Ⅰ ～うたやげーむであそぼう②～」（2/5 時間） 

 
（２）目標   ・新しい友達や先生と歌を歌ったり、身体を動かして一緒に遊んだりすることを   

通して、新しい出会いを楽しむ。音楽 体育 
 
（３）評価規準 ・友だちと一緒に楽しく歌うことを楽しんだり、楽曲に合わせて進んで身体を動か

したりして、楽しく表現しようとしている。音楽【音楽への関心・意欲・態度】 
         ・身体ほぐしの運動に進んで取り組むことができる。 

体育【運動への関心・意欲・態度】 
 

（４） 準備物   ＣＤ ＣＤデッキ 風船 
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 「かもつれっしゃ」を歌う。 

・｢かもつれっしゃ｣をみんなで歌って遊
ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２ ２人組で遊ぶ。 

・「肩たたき」や「身体でじゃんけん」を
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ ３人組で遊ぶ。 

・「風船つき」や｢立ったり座ったり｣をする。

  
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎やり方を簡単に説明した後、初めての児童がいた

ら、その児童と一緒にやるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎心身をほぐして活動するために、心を開放するこ

とができる雰囲気作りを常に心がける。 
◎強く叩いたりしないよう、気を付けるようにす

る。 
◎学習のねらいや活動にあった音楽を選曲し、気持

ちを高めたりイメージを豊かにしたりする。 
 
 
 
 
 
 
 
◎コミュニケーションの幅を広げるために、２人組

とは違うグループにしたり、男女を混ぜたりす

る。 
◎うまくいかないグループには掛け声をかけ、３人

の真ん中に向かって押す力で立ち上がるとよい

ことを助言する。 

 
 
 
 
★友だちと一
緒に楽しく歌
うことを楽し
んだり、楽曲に
合わせて進ん
で身体を動か
したりして、楽
しく表現しよ
うとしている。

(行動観察) 
 
★身体ほぐし
の運動に進ん
で取り組むこ
とができる。(行
動観察) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

うたやげーむであそぼう②

かもつれっし
ゃは、保育園で
もしたよ。

肩を叩いてあげ

るよ。 

身体でじゃん

けん、おもし
ろいね。 

長い列だと大

変だ!

みんなで遊ぶ

と楽しいね。 

気持ちいいね。 
 

やった！勝
ったぞ！ 

やった！私の勝

ち！ 

みんなで息を合
わせないと難し

いね。 

手をしっかり握
っていないと、
風船が当たらな

いね。 
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５ 本時の学習 Ｂ－３ 
（１） 活動名   「いっしょにあそぼうよ Ⅰ ～うたやげーむであそぼう③～」（3/5 時間） 

 
（２） 目標     ・新しい友達や先生と歌を歌ったり、身体を動かして一緒に遊んだりすることを      

通して、新しい出会いを楽しむ。音楽 体育 
 
（３） 評価規準   ・友だちと一緒に楽しく歌うことを楽しんだり、楽曲に合わせて進んで身体を動

かしたりして、楽しく表現しようとしている。音楽【音楽への関心・意欲・態
度】  

・身体ほぐしの運動に進んで取り組むことができる。体育【運動への関心・欲・ 
態度】 

 
（４） 準備物    ＣＤ ＣＤデッキ 新聞紙 ボール 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
 
1  「さんぽ」や「かもつれっしゃ」を

歌う。 
・今までに歌った、「さんぽ」や｢かもつれ

っしゃ｣を歌う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ ３人組で遊ぶ。 

・３人組で新聞紙を使った遊びをする。 
   ○新聞紙運び  ○ボール運び 
 
 
 
 
 
 
３ 本時のまとめをする。 
   ・自分の楽しかったことや友だちのよかっ

たところを発表する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎歌詞にあった動きやリズムにのった動きができ
るよう、教師が手本を示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎友だちや新聞紙などの動きを感じながら行うこ
とができるよう、助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎｢もっと遊びたいな。｣「また、したいな。」とい
う雰囲気で終わることができるようにする。 

 

 
 
 
 
 
 
★友だちと一
緒に楽しく歌
うことを楽し
んだり、楽曲に
合わせて進ん
で身体を動か
したりして、楽
しく表現しよ
うとしている。
(行動観察) 
 
 
 
★身体ほぐし
の運動に進ん
で取り組むこ
とができる。(行
動観察) 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

うたやげーむであそぼう③ 

「さんぽ」も
「かもつれっ

しゃ」も大好
き。 

いろんな動き
もできるよう
になったよ。 

紙が破れな

いように走
ろう。 

みんなで力を

合わせて運ぼ

う。 

新聞紙運びが
楽しかったで

す。 

ボール運び

が上手にで

きました。 

～さんが、ゆっ

くり運んでく
れました。 

新聞紙が破れ

ないように～

さんが気を付

けていました。 
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５ 本時の学習 Ｂ－４ 
（１） 活動名   「いっしょにあそぼうよⅡ ～こうていのゆうぐであそぼう①～」（4/5 時間） 

 
（２） 目標     ・新しい友だちや先生と遊具で遊ぶことを通して、新しい出会いを楽しんだり、

遊具の使い方に慣れたりする。生活 体育  
   
（３） 評価規準   ・自分の好きな遊具で選んで楽しく遊んだり、友だちと一緒に遊んだりしている。    

生活【生活への関心・意欲・態度】 
          ・遊具遊びに進んで取り組み、きまりを守り仲良く運動したり、場の安全に気を

付けたりすることができるようにする。体育【運動への関心・意欲・態度】 
 

（４） 準備物      
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 学校巡りで見つけた遊具について話

し合う。 
・どんな遊具があったかを話し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 固定遊具の使い方を知る。 

・きまり、学習の場、安全面について知る。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分の好きな遊具で遊ぶ。 

・安全面に気を付け、きまりを守って自分
の遊びたい遊具で遊ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 友だちと遊具で遊ぶ。 
   ・友だちを誘って一緒に遊具で遊ぶ。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎学校探検で見つけたり、休み時間に遊んだりした
遊具を挙げさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎いろいろな遊具の使い方で大切なことを、児童か
ら出させたりしながら確かめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎まずは自分の好きな遊具で遊び、それからいろい
ろな遊具もやってみるよう助言する。 

 
 
 
 
◎遊びに教師も一緒に参加し、仲間に入れない児童
を支援する。 

◎遊び方の工夫をしたり、新しい遊びを提案したり
してもよいことを伝える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分の好き
な遊具で選ん
で楽しく遊ん
だり、友だちと
一緒に遊んだ
り し て い る 。
（行動観察） 
 
 
 
 
 
★遊具遊びに
進んで取り組
み、きまりを守
り仲良く運動
したり、場の安
全に気を付け
たりすること
ができるよう
にする。（行動
観察） 

こうていのゆうぐであそぼう①

校庭には、保育所

にはない遊具が
あったよ。  

ブランコがあ
るよ。 

うんていが
大きいよ。 

鉄棒がたくさ

んあるよ。 

前の人が終わ
ってから滑ろ
う。 

ブランコは、
柵の外で待

つよ。 

登り棒は下に降
りてから手を離
すんだよね。 

登り棒は裸足で
登ってもいいの
かな。 

次は僕の番だよ。 上まで登れるよ。 

うんていは、ひ
とつとばしでで
きるんだよ。 

飛び降りる時は、
気をつけよう。 

～さんと一緒に
遊びたいな。 

一緒にシーソー
に乗ろう。 
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５ 本時の学習 Ｂ－５ 
（１）活動名   「いっしょにあそぼうよⅡ ～こうていのゆうぐであそぼう②～」（5/5 時間） 

 
（２）目標      ・新しい友達や先生と遊具で遊ぶことを通して、新しい出会いを楽しんだり、遊

具の使い方に慣れたりする。 生活 体育  
   
（３） 評価規準   ・自分から友だちと仲良くなろうとしたり、一緒に楽しく遊ぼうとしたりしてい

る。生活 【生活への関心・意欲・態度】 
・遊具遊びに進んで取り組み、きまりを守り仲良く運動したり、場の安全に気を
付けたりすることができるようにする。体育【運動への関心・意欲・態度】 

 
（４） 準備物     

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 自分の好きな遊具で遊ぶ。 

・安全面に気を付け、きまりを守って自分
の遊びたい遊具で遊ぶ。 

 
 
 
 
 
２ 遊具を使ってできる遊びを教え合

う。 
・遊具を使ってどんな遊びができるか考
え、発表する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ みんなで遊具で遊ぶ。 
   ・友だちを誘って一緒に遊具で遊ぶ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学習のまとめをする。 

・楽しかったことや仲良くなった友だちの
ことなどを発表する。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎前時の学習を思い出し、安全に気をつけて遊ぶこ
とを確かめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎これまでにした事のある遊び方を紹介し合う。 
◎児童から出にくい場合は、教師が提案する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童から出た中からいくつかの遊びのグループ
を作り、誘い合って遊ぶようにする。 

◎遊びに教師も一緒に参加し、仲間に入れない児童
を支援する。 

◎途中で遊びが変わってもよいことにし、いろいろ
な友達と遊ぶことを楽しめるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎休み時間に遊ぶ時も、きまりを守って仲良く遊ぶ
ことを伝える。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分から友
だちと仲良く
なろうとした
り、一緒に楽し
く遊ぼうとし
たりしている。
(行動観察)  
 
★遊具遊びに
進んで取り組
み、きまりを守
り仲良く運動
したり、場の安
全に気を付け
たりすること
ができるよう
にする。(行動観
察) 

こうていのゆうぐであそぼう②

タイヤを使って、

じゃんけんゲー
ムができるよ。 

ジャングルジ
ムで鬼ごっこ
も楽しいよ。 

シーソーで重い
方が勝ちだよ。 

今日はこれで遊
びたいな。 

うんていで少し
進めたよ。今日
も挑戦するぞ。 

ジャングルジム
で鬼ごっこがい
いな。～ちゃん
やろうよ。

じゃんけん対決
はたくさんいた
らおもしろいね。 

登り棒に長く

しがみついて
いられるか競
争しよう。 

～さんとシーソ
ーをしたのが楽
しかったです。

ジャングルジム
で鬼ごっこをま
たしたいです。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「はじめまして（第１期）25時間（１）みなさんはじめまして－③おはなしだいすきⅠ ３時間」   

 
２ 第１期の目標  １年生になった嬉しさ素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら過ごすことがで

きる。 
 
３ 単元の目標  新しい先生や友だちを知り、入学の喜びを感じながら過ごすことができる。 
 
４ 小単元名 「おはなしだいすきⅠ」 

（１） 目標   ・読み聞かせを楽しんだり、図書室の使い方を知って、本に親しんだりする。 
国語 学級活動   

          ・読み聞かせをしてもらった本や、自分の読んだ本について感想を交流し、読書
に親しむ。国語 学級活動 

          ・自分の読んだ本のことを紹介し、読書に親しむ。国語 学級活動  
   

（２）小単元計画 （３時間） 
時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

 
 
 １ 

 

おはなし だいすきⅠ 
（ほんとなかよしになろ
う①） 
Ｃ－１ 

 
 
 

①読み聞かせを聞く。
・教師の選んだ本の読み聞かせを聞く 
②図書室の使い方を知る。 
・図書室へ行って、図書室の使い方について知る。  
③自分の読みたい本を借りて、読む。 
・先生と一緒に本を借り、借りた本を読む。 
 

国語 1/2
学級活動 1/2 
 
 
 

     
 ２ 

（ほんともっとなかよし
になろう①） 
Ｃ－２ 

 

 
 

①読み聞かせを聞く。
・教師の選んだ本の読み聞かせを聞く。 
②読み聞かせをしてもらった本や紙芝居の感想を話 
す。 

・読み聞かせや紙芝居の中で、おもしろいと思ったところを中
心に、感想を話す。 

③自分の読みたい本を選んで読む。 
・借りている本や教室にある本の中で、好きな本を読む。 
 

国語 2/3
学級活動 1/3 
 
 
 

 
 
 
 ３ 
      

（ほんともっとなかよし
になろう①） 

Ｃ－３ 
 

①読み聞かせを聞く。
・教師の選んだ本の読み聞かせを聞く。 
②自分の読みたい本を借りて読む。 
③自分の読んだ本を友達に紹介する。 
・自分の読んだ本の題名や簡単な感想などを紹介する。 

国語 2/3
学級活動 1/3 
 
 
 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｃ 
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５ 本時の学習 Ｃ－１ 
（１）活動名   「おはなしだいすきⅠ ～ほんとなかよしになろう～」（1/3 時間） 

 
（２）目標    ・読み聞かせを楽しんだり、図書室の使い方を知って、本に親しんだりする。    

国語 学級活動   
 
（３）評価規準   ・絵本に興味を持ち、読み聞かせを楽しもうとしている。国語【国語への関心・

意欲・態度】 
・図書室の使い方を知り、進んで図書室を使おうとしている。学級活動【（２）－

オ学校図書館の利用】 
 

（４）準備物     絵本 図書カード 代本版 
 

（５）展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
  予想される発言 

★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 読み聞かせを聞く。 

・教師の選んだ本の読み聞かせを聞く。 
 
 
 
 
 
 

２  図書室の使い方を知る。 
・図書室へ行って、図書室の使い方につい
て知る。  

 
 
 
 
 
３  自分の読みたい本を借りて、読む。
   ・先生と一緒に本を借り、借りた本を読む。

 
 

 
 
 
 
 
 
◎落ち着いて聞いていない児童には、絵本の内容に

関する具体的な質問をして、興味を引きつけるよ

うにする。 
 
 
 
 
 
◎図書室の仕組みや利用の仕方を、具体的に説明 
し、図書室に興味がわくようにする。 

 
 
 
 
 
 
◎教師と一緒に自分の選んだ本を借りることで、次 
は自分で借りてみようという気持ちになるよう

にする。 
 

 
 
 
 
★絵本に興味

を持ち、読み聞

かせを楽しも

うとしている。

(行動観察) 
 
 
★図書室の使

い方を知り、進

んで図書室を

使おうとして

いる。 (行動観

察) 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほんとなかよしになろう 

本がいっぱい

あるね。 

この本読ん

でみたいな。
図書室で読んで

もいいんだね。 

どんな本
かな。 

この本知ってる

よ。 

借りる時は、カー

ドがいるんだね。 
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５ 本時の学習 Ｃ－２ 
（１） 活動名   「おはなしだいすきⅠ ～ほんともっとなかよしになろう①～」（2/3 時間） 

 
（２） 目標     ・読み聞かせをしてもらった本や、自分の読んだ本について感想を交流し、読書

に親しむ。国語 学級活動 
  

（３） 評価規準  ・読み聞かせを聞いて、おもしろいと思ったところを話している。国語【話す・
聞く能力】 

・図書室を利用したり、進んで読書をしたりして読書に親しんでいる。学級活動
【(２)－オ学校図書館の利用】 

 
（４） 準備物    絵本 紙芝居 図書カード 代本版  

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 読み聞かせを聞く。 
    ・教師の選んだ本や紙芝居の読み聞かせを

聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
２ 読み聞かせをしてもらった本や紙芝

居の感想を話す。 
    ・読み聞かせや紙芝居の中で、おもしろい

と思ったところを中心に、感想を話す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分の読みたい本を選んで読む。 
    ・借りている本や、新しく本を借りて好き

な本を読む。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
◎前時の学習を振り返り。読み聞かせの楽しさを思

い出すようにする。 
◎比較的短いお話をいくつか用意しておき、児童に

語りかけるように読み聞かせをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎面白かった所やその理由を尋ね、思ったことを何

でも話すように助言する。 
 
 
 
 
 
 
 
◎読む本をなかなか決められない児童には、教師の 
お勧めの本を何冊か紹介する。 
◎一人で読むことが難しい児童には、簡単な絵本を 
そばで読んでやるなどの支援をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★読み聞かせ

を聞いて、おも

しろいと思っ

たところを話

している。(発
言) 
 
 
 
 
 
★図書室を利

用したり、進ん

で読書をした

りして読書に

親しんでいる。

(行動観察) 

 
 
 
 
 
 
 

ほんともっとなかよしになろう① 

今日の絵本は

何かな。 

「ねずみのすもう」
で、「でんかしょ、

でんかしょ」という
所が面白かったで
す。 

紙 芝 居 大 好
き。 

「おおかみと
七ひきのこや
ぎ」でこやぎ

が食べられる
ところが怖か
ったです。 

借りたい本がい

っぱいあって迷

うね。 

今日は違うのを
読んでみたい
な。
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５ 本時の学習 Ｃ－３ 
（１） 活動名   「おはなしだいすきⅠ ～ほんともっとなかよしになろう②～」（3/3 時間）  
 
（２） 目標       ・自分の読んだ本のことを紹介したり、自分の好きな本を読んだりして、読書に 

親しむ。国語 学級活動 
  

（３）評価規準   ・場面の様子やお話の展開を想像しながら、読み聞かせを聞いている。国語【読 
む能力】 

         ・自分の読んだ本のことをみんなに話すことができる。国語【話す・聞く能力】 
・図書室を利用することに慣れ、自分の借りたい本を借りることができる。 

学級活動【（２）－オ学校図書館の利用】 
  

（４）準備物     絵本 紙芝居  図書カード 代本版 
 

（５）展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 読み聞かせを聞く。 
  ・教師の選んだ本や紙芝居の読み聞かせを

聞く。 
 
  
 
 
 
 
 
 
２ 自分の読みたい本を借りて読む。 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
３ 自分の読んだ本を友だちに紹介す

る。 
    ・自分の読んだ本の題名や簡単な感想など

を紹介する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎時々立ち止まり、登場人物の様子やお話のすじを 
問いかけたりして、想像しながら聞けるようにす 
る。 
 
 
 
 
 
 
 
◎図書カードや代本版を使って、自分で本の貸し借 
りができるようにする。 

◎図書室を使いながら、使い方の決まりなどについ
て繰り返し確認するようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎知っている本、読んだことがある本があるという 
共感的な気持ちや、紹介してもらった本を読んで
みたいという気持ちを持つことができるよう、楽
しい雰囲気で紹介し合うようにする。 

 
 
 
 
 
★場面の様子
やお話の展開
を想像しなが
ら、読み聞かせ
を聞いている。
（行動観察） 
 
 
 
★図書室を利
用することに
慣れ、自分の借
りたい本を借
りることがで
きる。(行動観
察) 
 
 
 
 
 
 
 
★自分の読ん
だ本のことを
みんなに話す
ことができる。
(発言) 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
                       

 

ほんともっとなかよしになろう② 

先生に読んでも

らうの大好き。

今日は、どん

な絵本か楽し
みだよ。 

僕は、「どろんこ
ハリー｣を読み
ました。ハリー

は犬の名前で
す。 

私は、「ぐりとぐ

ら」が好きです。 

今日はこの本を

借りたいな。 

代本版を使っ
て本をあった

ところに返す
よ。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「はじめまして（第１期）25 時間（２）がっこう きょうしつはじめまして－①がっこう はじめ

ましてⅠ・Ⅱ ７時間」）   
 
２ 第１期の目標 １年生になった嬉しさ素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら、学校で過ごす

ことができる。 
 
３ 単元の目標   新しい学校や教室のことが分かり、自分の居場所を見つけて安心して過ごすことが

できる。 
 
４ 小単元名 「がっこう はじめまして Ⅰ・Ⅱ」 

（１）目標   ・友だちや２年と一緒に学校を回り、学校の施設や自然の様子、学校生活を支えて
くれている人たちなどに関心をもち、見たことを話すことができる。生活 国語 

・友だちや２年生と一緒に学校の施設や自然、人などにかかわり、そこで見つけた
ことを伝え合う中で友だちや先生、学校の人たちなどとの関係を深めることがで
きる。生活 国語  

   
（２）小単元計画 （７時間） 

時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連 
 
 
 
 １ 
・ 
２ 
 

がっこう はじめましてⅠ 
（２ねんせいとたんけん） 
Ｄ－１ 

①学校にはどんなものがあるか、どんな人がいる
か、思ったことを話し合う。 

・今までに学校の中で自分が見たものや出会った人などを
挙げる。 

②学校巡りに出かける。 
・学校巡りの際に守るべききまりを確認する。 
・２年生と一緒に学校の主な場所を歩く。 
③学校巡りで見つけたことや気付いたことを話
し合う。 

 

生活１と 1/2
国語１/2  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ３ 

がっこう はじめましてⅡ 

（じぶんたちでがっこうたんけん） 

Ｄ－２ 

 

①前時の学校めぐりの感想を話し合う。 
②学校探検に行く場所を決める。 
③学校探検のルールを話し合う。 
 

生活 1/2
道徳 1/2 
 
 

 

４ 

・ 

５  

Ｄ－３ ①学校探検で行きたいところを確かめ、グループ
を作る。 

②学校探検をする。 
③教室に戻って、学校探検で見つけたことや気付
いたことを友だちと教え合う。 

 

生活 1と 1/2
国語 1/2 
 
 
 

 
 
 
 
 
 ６ 
・ 
 ７ 

がっこうはじめましてⅢ 
（みつけたことをおしえあおう） 
Ｄ－４ 

①学校探検で行った場所や会った人のことを思
い出し、カードに書く。 

・探検で見つけたものや見つけたことをカードに書く。 

②学校探検のことを友だちに話す。 
・学校探検で気付いたことや見つけたことを友達に話す。 

③学校の中で、もっとかかわりたい人や行ってみ
たい所について話し合う。 

・友だちの話を聞いて、気付いたことを話す。 

・もう一度行ってみたい場所や、自分もやってみた 

いことを話し合う。 

 

生活 1と 1/3
国語 2/3 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｄ 
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５ 本時の学習 Ｄ－１ 
（１）活動名   「がっこう はじめましてⅠ ～２ねんせいとがっこうたんけん～」（1/7・2/7 時

間） 
 

（２）目標      ・２年生と一緒に楽しく学校を回り、学校の施設や自然の様子、学校生活を支え
てくれている人たちなどに関心をもち、見たことなどを話すことができる。 
生活 国語 

 
（３）評価規準   ・２年生と一緒に楽しく学校を回り、学校の施設や自然そこにいる人たちなどに

関心をもとうとしている。生活【生活への関心・意欲・態度】 
                 ・探検で自分が見たことなどを進んで話そうとしている。国語【国語への関心・

意欲・態度】 
 
（４）準備物     デジタルカメラ ビデオカメラ 

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 学校にはどんなものがあるか、ど

んな人がいるか、思ったことを話
し合う。 
・今までに学校の中で自分が見たもの
や出会った人などを挙げる。 

 
 
 
 
 
 
２ ２年生と学校巡りに出かける。 

・学校巡りの際に守るべききまりを確
認する。 

・２年生と一緒に学校の主な場所を歩
く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学校巡りで見つけたことや気付

いたことを話し合う。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎自由に場所や人を挙げさせることで、学校巡りに対す
る意欲を引き出す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎子どもたちが行きたいと思っている場所に行くだけで
なく、子どもたちがまだ知らない、興味を持ちそうな
場所に行き、学校に対する興味・関心を広げさせる。 

◎学校の中を歩く時は、周りの人に迷惑をかけないよう
に行動することを指導しておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎子どもが自分で感じた驚きや発見を素直に言うことが
できるよう、教師が発言を丁寧に聞き取り 

 認める雰囲気を作るように心掛ける。 
◎みんなに話をすることが楽しい、話してよかったと思
うことができるよう、それぞれの児童の実態に合った
評価や助言をし、支援を行う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★２年生と一
緒に楽しく学
校を回り、学校
の施設や自然
そこにいる人
たちなどに関
心をもとうと
している。（行
動観察・つぶや
き・対話） 
 
 
 
★探検で自分
が見たことな
どを進んで話
そうとしてい
る。（発言） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ねんせいとがっこうたんけん 

何か音がする

よ。 

この上には何が
あるのかな。 

お兄ちゃんやお姉ちゃん

の勉強の邪魔にならない
ように行くんだね。 

校長先生、知
ってるよ。

私のお兄ちゃ

んがいたよ。 

先生がいっぱい
いる部屋があっ

たよ。 

音楽室から、楽

器の音が聞こ

えたよ。 

給食を作っている

所からいいにおい

がしたよ。

がい骨があっ

たよ。 

何年生かわからな
いけど、運動場で
サッカーをしてい

ました。 
僕のお兄ちゃん

が、漢字の勉強を

していました。 
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５ 本時の学習 Ｄ－２ 
（１） 活動名 「がっこう はじめましてⅡ ～もういちどいってみよう～」(3/7 時間) 
 
（２） 目標     ・２年生と学校探検をして興味や関心をもったところを思い出したり、友だちの

話を聞いたりして、自分たちで行ってみようとする意欲を持つことができる。
生活 道徳 

 
（３） 評価規準  ・２年生と学校探検をした時に行ったところやその時の様子、自分の気持ちを思

い出したり、友だちの話を聞いたりして、もう一度行ってみたいところや会い
たい人を見つけている。生活 【生活への関心・意欲・態度】 

・もう一度行ってみたいところや会いたい人のところへ行く時のきまりやマナー、 
気を付けることを考えている。道徳【４－（１）約束やきまりを守り、みんな
が使うものを大切にする】 
 

（４） 準備物   教科書を拡大コピーしたもの（探検の約束について話し合っている場面） 
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 前時の学校めぐりの感想を話し

合う。 
  ・学校を歩いた時に見つけた、おもし 

ろそうな人や場所について話し合う。 
 
 
 
 
２ 学校探検に行く場所を決める。 
   ・友だちの見つけたことや、自分の見

つけたことの中から、探検に行きた
い場所を決める。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学校探検のルールを話し合う。 

・探検のルールについて考え、みんな 
で話し合う。 

 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎前時に十分聞き取れなかった児童がいたら、その児童
から丁寧に聞くようにする。 

◎児童の発言を、自然にみんなに広げるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童の行ってみたい部屋や場所を整理して板書し、ど
んな所が出ているかを児童にわかるようにする。 

◎行きたい場所をなかなか考えられない児童は、出た場
所の中から選択させるなど、仲良しの友だちと一緒の
ところでもよいことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎教科書の写真やイラストを見せ、「どうしたらいいのか
な」と投げかけ、ルール作りへの関心をもたせる。 

◎教師が児童に「こんなことはどう思う？」「こんなとき
はどうしたらいいかな」などと問いかけながら考えさ
せるようにする。 

 
 
 
 
★２年生と学
校探検をした
時に行ったと
ころやその時
の様子、自分の
気持ちを思い
出したり、友だ
ちの話を聞い
たりして、もう
一度行ってみ
たいところや
会いたい人を
見つけている。
(会話・つぶや
き) 
 
 
 
 
 
 
 
 
★もう一度行
ってみたいと
ころや会いた
い人のところ
へ行く時のき
まりやマナー、
気を付けるこ
とを考えてい
る。（会話・つ
ぶやき） 
 
 

 

もういちどいってみよう 

先生、パソコンがい
っぱいある部屋があ

ったよ。 

学校にお花のお世話
をしている人がいた
よ。お花がたくさんあ

ってきれいだったよ。 

ぼくは、プールを
見に行きたいな。

私もそこに行っ

てみたいな。 

給食を作っている部屋

を見たいけど、給食を作
っているから、決まった
人しか入れないんだね。

そういえば入

ってはいけま
せんって書い
てあったよ。 

本がいっぱいある
ところがあった
よ。 

体育館に行ってみ
たいな。

「失礼します。」
っていってから
入るんだね。 

廊下を走っては

いけないんだね。
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５ 本時の学習 Ｄ－３ 
（１） 活動名  「がっこう はじめましてⅡ ～じぶんたちでがっこうたんけん～」（4/7・5/7 時 

間） 
 

（２） 目標     ・友だちと一緒に学校の施設や自然、人などにかかわり、そこで見つけたことを
伝え合う中で友だちや先生、学校の人たちなどとの関係を深めることができる。 
生活  国語 

   
（３） 評価規準  ・２年生と探検をした経験を踏まえ、みんなで協力してでもう一度行きたいとこ

ろへ行くことができる。生活 【活動や体験についての思考･表現】 
          ・探検で見つけたことについて、友だちに話をすることができる。国語 【話す・

聞く能力】 
 

（４） 準備物    学校マップ カード（探検で見つけたことを書くカード） 
 

（５） 展開 
 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 学校探検で行きたいところ

を確かめ、グループを作る。 
   ・学校探検で自分が行きたい所

を確かめ、行く場所が同じ友
だちとグループを作る。 

   ・気をつけることを確かめる。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 学校探検をする。 
    ・グループで学校探検をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 教室に戻って、学校探検で

見つけたことや気付いたこ
とを友だちと教え合う。 

   ・探検で見つけたことをカード
に描いたり、グループ内で話
したりする。 

   ・違う場所に行った友だちと、
自分たちが見つけたことを話
し合う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎学校マップを用意したり、教師が探検への期待を伝えたりし
て、自分たちで学校探検をするという意欲が高まるようにす
る。 

◎児童の実態に合わせて、「行きたいところ」「好きな友だち」
などでグループ作りをする。 

◎探検する時間や入ってはいけない場所、怪我をしたときの対
処の仕方や困った時はどうしたらよいかなどをしっかりと
知らせておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎探検中の児童を見て回り、児童の姿やつぶやき、友だちとの
かかわりなどを見取る。 

◎安全面やルールなどへの配慮が十分でない児童には、その都
度言葉かけをして気づかせるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎教師は探検でのことを一人ひとりに聞いたり、カードに描か
せたりする。 

◎児童の話を教師ができるだけ聞き取り、他の児童   
 や学級にも広げるようにする。 
◎この時間は表現させることよりも、探検したことを友だちと
教え合うことに重点を置くようにして、次時への活動につな
げる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★２年生と探
検した経験を
踏まえ、自分た
ちの力でもう
一度行きたい
ところへ行く
ことができる。
（行動観察・会
話） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★探検で見つ
けたことにつ
いて、友だちに
話をすること
ができる。（発
言・対話） 
 

じぶんたちで がっこうたんけん 

自分たちで学校探
検、楽しみだな。 

さあ、図書室に行
くぞ。 

～君が話してた、音
楽室に行くよ。

～さんと一緒に校
庭にある花を見に
行きたいな。 

この前みんなできた
時、こっちにがい骨
のある部屋があった
よ。

図書室に来られて
嬉しいな。本を読
んでみたいな。 

お兄さんやお姉さ
んが算数を勉強し
ているよ。

給食を作っている
先生が、5 人いたよ。 

たんぽぽがいっぱい
咲いてたよ。 

すごい所を見つ
けたよ。あのね、
…。

校長先生は、握手
もしてくれたよ。

私もそこに行っ
てみたいな。 
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５ 本時の学習 Ｄ－４ 
（１）活動名   「がっこう はじめましてⅢ  ～みつけたことをおしえあおう～」(6/7・7/7 時

間) 
 

（２）目標     ・自分が見たところや出会った人などについての新しい気付きやかかわりを、絵や
言葉などで伝えることができる。 

 
（３）評価規準   ・自分が見たところや出会った人、気付いたことについて友だちや先生に伝えてい 

る。生活 【生活への関心･意欲･態度】 
・学校探検で気付いたことや見つけたことを友だちに話すことができる。国語 【話
す・聞く能力】 
  

（４） 準備物   探検マップ カード(探検で見つけたことを書くカード：児童が選べるように数種
類用意する) 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 学校探検で行った場所や会っ

た人のことを思い出し、カー
ドに書く。 
・探検で見つけたものや見つけた
ことを思い出し、絵や文でカー
ドに書く。 

 
 
 
 
 
 
 
２ 学校探検のことを友だちに話

す。 
・学校探検で気付いたことや見つ

けたことを友だちに話す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学校の中で、もっとかかわり

たい人や行ってみたい所につ 
いて話し合う。 
・友だちの話を聞いて、気付いた
ことを話す。 

・もう一度行ってみたい場所や、
自分もやってみたいことを話し
合う。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童の個々の実態に応じて、絵を描いた後、字や文を書く
表現方法も選択できるようにしておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童が安心して話すことができるよう、黒板などに児童が
書いたカードを貼ってやり、それを見ながら話させるよう
にする。 

◎出会った人や行った部屋のことだけでなく、自分が気付い
たことや人とかかわったことを話している児童がいたら
評価し、みんなに広めるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎友だちの話を聞くことで、まだ会ったことのない人や行っ
たことのない場所がたくさんあることに気付かせ、「自分
も～してみたい」という具体的な活動意欲を喚起する。 

◎「もっと探検したい」という思いを話している児童の言葉
を取り上げ、学級全体に広める。 

 

 
 
 
 
★自分が見た
ところや出会
った人、気付い
たことについ
て友だちや先
生に伝えてい
る。（カード・
発言) 
 
 
 
 
 
★学校探検で
気付いたこと
や見つけたこ
とを友だちに
話すことがで
きる。（発言）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みつけたことを おしえあおう 

保健の先生は。～先
生だよ。お話しでき

たよ。 

みんなに学校探検
で見つけたことを

聞いてもらうぞ。 

～さんと一緒に図書
室に行きました。図

書の先生が本を見せ
てくれました。 

すごいもの見つ

けたんだよ。 

うまく話せるか

な。 

学校探検、すご

く楽しかった
んだよ。

へー、僕もお話

したいな。 

てんとう虫が校庭
の横の草むらにい
ました。 

～さんの見つけた
がい骨を見てみた
いな。 

私が行った時も給
食のいいにおいが
したよ。 

行きたいところ

がまたできたよ。

～さんが言ってい
た保健の～先生に

会いたいな。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「はじめまして（第１期）25 時間（２）がっこう きょうしつ はじめまして－②きょうしつ が

っきゅう はじめましてⅠ～Ⅲ ４時間」   
 
２ 第１期の目標 １年生になった嬉しさ素直に感じ、大きくなった喜びを感じながら過ごすことがで

きる。 
 
３ 単元の目標   新しい学校や教室のことが分かり、自分の居場所を見つけて安心して過ごす。 
 
４ 小単元名 「きょうしつ がっきゅう はじめまして Ⅰ～Ⅲ」 

（１） 目標   ・学校や教室での自分の持ち物の置き場所や整理の仕方、みんなが使う場所の使     
い方を知り、きまりやマナーを守って気持ちよく使おうとする。 
生活 道徳  

          ・みんなで並んで行く時の並び方について知り、いろいろな並び方で並ぶことが
できる。算数 体育  

          ・給食について知り、給食をみんなでおいしく楽しく食べることができる。道徳 
学級活動 

   
（２） 小単元計画 （４時間） 

時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

 

 １ 

 
 

きょうしつ がっきゅう 
はじめましてⅠ 
（じぶんのもちものじょうず 

におこう） 

Ｅ－１ 

①靴箱や傘立て、トイレや水飲み場などの使 
い方を知る。 

②机の中やロッカーなど、自分の使う場所の 
使い方を知る。 

 

生活 1/2 
道徳 1/2 
 
 

 

 
 ２ 
 
 
 
 

きょうしつ がっきゅう 
はじめましてⅠ 
（ならびっこ） 

Ｅ－２ 

 

 

 

 

①どんな時にみんなで並んでいくのかを知る。 
・体育館に行く時や身体測定の時など、みんなで並 

  んで行く時があることを知る。 

②いろいろな並び方を知り、みんなで並ぶ練習をす
る。 

・男女別、出席番号順など、必要な並び方を知り、 

  並ぶ練習をする。 

 

体育 1/3 
算数 2/3 
 

 

 

 ３ 
 ・ 
 ４ 

きょうしつ がっきゅう 
はじめましてⅠ 
（おいしいきゅうしょく い

ただきます） 

Ｅ－３ 

①保育所や幼稚園での給食や昼食の経験を 
  話し合う。 
・保育所や幼稚園での給食やお弁当の様子について話す。 

②小学校の給食について知る。 
・小学校では毎日給食があり、みんなで準備をしたり片づけ

をしたりすることを知る。 

③給食の準備や食事の仕方、後片付け等について知
る。 

 

道徳１ 
学級活動１ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｅ 
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５ 本時の学習 Ｅ－１ 
（１）活動名   「きょうしつ がっきゅう はじめましてⅠ ～じぶんのもちものじょうずにおこ 

う～」（1/4 時間） 
 

（２）目標    ・学校や教室での自分の持ち物の置き場所や整理の仕方、みんなが使う場所の使い
方を知り、きまりやマナーを守って気持ちよく使おうとしている。生活 道徳 

          
（３）評価規準 ・靴箱や傘立て、机の中やロッカーなどの自分の場所や整理の仕方がわかり、気持

ちよく使うためにきまりやマナーがあることに気付いている。生活【身近な環境
や自分への気付き】 

         ・水飲み場やトイレの使い方、廊下の通り方など学校のきまりがわかり、気持ちよ     
          く使おうとしている。道徳 【４－（１）約束やきまりを守り、みんなが使うも

のを大切にする】 
 
（４）準備物    机の中・道具箱・ロッカーの整頓の仕方を描いた絵(写真)  

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 靴箱や傘立て、トイレや水飲み場な

どの使い方を知る。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 机の中やロッカーなど、自分の使う

場所の使い方を知る。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎靴箱や傘立ては自分の番号の場所を使うように

することを伝える。 
◎昇降口に置きっぱなしにせずに毎回片付けるこ

とやかかとを向けて揃えて入れることなど、使い

方のマナーを児童の保育所や幼稚園での経験か

ら出させるようにする。 
◎校舎内を歩きながら、廊下の通り方についても確

かめる。 
 
 
 
 
 
  
◎机の中やロッカーの中はいつも整理しておくよ

うに指示する。 
◎机やロッカー以外にも自分のものをおく必要が

あるところがあれば、確かめておく。（歯ブラシ

や図書の本を入れる手提げ袋など） 
◎絵や写真を使って机や道具箱、ロッカーの整理の

仕方を分かりやすく提示する。 
 

 
 
 
 
★靴箱や傘立

て、ロッカーな

どの自分の場

所や整理の仕

方がわかり、気

持ちよく使う

ためにきまり

やマナーがあ

ることに気付

いている。 (観
察) 
★水飲み場や

トイレの使い

方、廊下の通り

方など学校の

きまりがわか

り、気持ちよく

使おうとして

いる。(観察) 

 
 
 
 

 じぶんのもちもの じょうずにおこう 

片付け方の

絵を見ると、
分かるよ。 

ランドセルは新幹

線の向きで入れる

んだね。 

傘は自分の
番号の所に
置くんだね。

靴は下、上履

きは上に置く

んだね。 

トイレのスリッ

パは、きちんと揃

えなきゃね。 

自分の場所
は分かった
よ。 
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５ 本時の学習 Ｅ－２ 
（１） 活動名   「きょうしつ がっきゅう はじめましてⅡ ～ならびっこ～」（2/4 時間） 

    
（２） 目標    ・みんなで並んで行く時の並び方について知り、いろいろな並び方で並んだり、     

順序や数を用いた並び方で並んだり集まったりしようとしている。体育 算数 
 

（３） 評価規準  ・みんなで並んで行く時があることを知り、いろいろな並び方で並ぼうとしてい 
る。体育 【運動への関心・意欲・態度】 

                    ・指示された順序や数で並んだり集まったりしようとしている。算数 【算数へ
の関心・意欲・態度】 

 
（４） 準備物  算数の教科書 掛図   
  
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ どんな時にみんなで並んでいくのか

を知る。 
・体育館に行く時や身体測定の時など、み

んなで並んで行く時があることを知る。

 
 
 
 
 
 
 
２ いろいろな並び方を知り、みんなで

並ぶ練習をする。 
・男女別、出席番号順など、必要な並び方

を知り、並ぶ練習をする。 

・前から～番目や前から～人のように表し

たり、行動したりする。 
 
  
 
 
  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎体育館に行く時や身体測定、検診の時などは並ぶ

必要があることを知らせる。 
◎保育所や幼稚園での経験があれば児童から出さ

せ、具体的なイメージを持たせる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎よく使う並び方から並ぶ練習をする。 
◎児童の実態に応じて、２つくらいのパターンを練

習するようにする。 
◎前から～番目と前から～人の違いがどの児童に

もわかるよう、繰り返し体験させる。 
◎友だちと教え合ったり助け合ったりしながら並

ぶように助言する。 
◎すぐに覚えられなくても構わないことを言って

おく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★みんなで並

んで行く時が

あることを知

り、いろいろな

並び方で並ぼ

うとしている。

(行動観察）  
 
★みんなで並

んで行く時の

並び方がわか

り、学級集団に

おいていろい

ろ並び方で並

ぶことができ

る。(行動観察)
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなでいろんなならびっこをしよう 

前は～さん、後

ろは～さん。 

僕は前から６
番目。後ろか
ら、４番目。 

～さんと手を

つないでいく

よ。 

前から３人、
っていった
ら私まで。

体育館に行く
時は、みんなで
並んで静かに

いくんだね。 

いろんな検査
の時や歯医者

さんに見ても
らう時は、出
席番号順。 
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５ 本時の学習 Ｅ－３ 
（１） 活動名   「きょうしつ がっきゅう はじめましてⅢ ～おいしいきゅうしょく いただ    

きます～」（3/4・4/4 時間） 
 

（２） 目標     ・給食について知り、給食をみんなでおいしく楽しく食べることができる。 
  

（３） 評価規準  ・給食について知り、みんなで協力して準備や後片付けをしようとしている。 
道徳【１－（１）健康や安に気をつけ、物や金銭を大切にし、身の回りを整え、
わがままをしないで規則正しい生活をする】 

・給食について知り、みんなでおいしく楽しく食べようとしている。学級活動
【（２）－キ 食育の観点を踏まえた学校給食と望ましい食習慣の形成】 

 
（５） 準備物   給食の写真 給食の身支度（エプロン・帽子・マスク等） ハンカチ 

 
（６） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
 
１ 保育所や幼稚園での給食や昼食

の経験を話し合う。 
・保育所や幼稚園での給食やお弁当の

様子について話す。 
 

 
 
 
 
 
２ 小学校の給食について知る。 

・小学校では毎日給食があり、みんな
で準備をしたり片づけをしたりす
ることを知る。 

 
 
 
３ 給食の準備や食事の仕方、後片

付け等について知る。 
    ・手洗い ・準備(当番の仕方) ・待ち

方  
    ・挨拶 ・食事の仕方（きまりやマナ

ー） ・後片付け 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎自由な雰囲気で給食やお弁当のことを話すことができ
るようにする。 
 
 
 
 
◎給食の時間が楽しみになるよう、給食の時間のことに
ついて具体的に話す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎手洗いの仕方から、準備、挨拶、食事、後片付けなど、
流れに沿って実践しながら指導する。 

◎できたことは褒め、難しいことについては、徐々 
 できるよう、励ますようにする。 
◎おいしく楽しく食べられるよう、量や好き嫌い、アレ
ルギーなどに十分配慮する。 

◎学校の実態等に応じて、可能であれば６年生や給食担
当の教諭に協力をお願いする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★給食につい
て知り、みんな
でおいしく楽
しく食べよう
としている。(行
動観察) 
 
★給食につい
て知り、みんな
で協力して準
備や後片付け
をしようとし
ている。（行動
観察） 

おいしいきゅうしょく いただきます 

僕はすっとお

弁当だったよ。

私は給食でし
た！ 

時 々 お 弁 当
で、時々給食
でした。 

おやつもあっ
たよね。 

給食楽しみ

だね。 
どんなものが

出るのかな。 

お当番はきれいに
手を洗ってから、
着替えるんだね。

２人で協力して、

こぼさないよう

に持つよ。 

自分が食べられる量

でもいいんだね。 

みんな揃ってい
ただきます。み

んなで食べる
と、おいしいね。

食器はぴかぴかにし
よう。お箸も向きを揃

えて…。できたよ！ 

洗ってくれる人

が気持ちいいよ

うにするんだね。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「がっこうだいすき（第２期）16 時間（１）がっこうだいすき－①がっこうのこと もっとしりた

いなⅠ～Ⅲ ６時間」   
 
２ 第２期の目標 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校に来たいと思うことがで

きる。 
 
３ 単元の目標  学校生活に慣れ、自分の学校に親しみを感じ、学校が大好きになる。 
 
４ 小単元名 「がっこうのこと もっとしりたいな Ⅰ～Ⅲ」 

（１） 目標  ・学校の施設や自然、人などと繰り返しかかわり、そこで気付いた学校生活の楽   
しさを身近な人に伝える活動を通じて、安心して楽しく学校生活を送ることが 
できる。国語 生活 道徳 学級 

         ・学校の中のいろいろな言葉や数を見つけ、言葉や数に親しむ。国語 算数 
 
（２）小単元計画 （６時間） 

 時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連
 
 
 
  
  １ 
 
 
 

 

がっこうのこと もっとし 
りたいなⅠ 
（やってみたいことにちょう 
せんしよう） 

Ｆ－１ 

 

 
 

①学校探検のことを思い出す。
・学校巡りや学校探検で見つけたものや出会った人のこ
とを思い出す。 

②会いに行きたい人、やってみたいことを話し合
う。 

・誰とどこに行って何をしたいのか、誰と会いたいのか
話し合う。 

③行ってみたい場所を確認し、やりたいことを決
める。 

 

生活 2/3
道徳 1/3 
 
 
 

 
 
 
  ２ 

・ 
３ 

 
 

（もっとなかよしになろう） 

Ｆ－２ 

 
 
 
 
 

 

①自分のやりたいことや行きたい場所を確認し
て、グループを作る。 

・自分の活動のめあてや注意事項を確認する。 
②校舎の中や校庭で、やりたいと思ったことをや
り、会いたいと思った人に会いに行く。 

・自分の活動への願いをもとに、実際に活動する。 

③活動を振り返る。 
・校内マップに自分のお気に入りの場所や理由を書き込

む。 

生活 1と 1/2
学級 1/2 

 
 
 
 
  ４ 

・ 
５ 

（おきにいりをおしえあおう） 

Ｆ－３ 

 

 

 

 

 

①前時の活動でやったことや気付いたことを想
起し、カードなどに書く。 

・気付いたことを絵や文などを使ってカードに書く。 
②活動したことや気付いたことについてカード
を使って話し合う。 

・友だちに自分の書いたカードを見せながら、自分の活
動したことや気付いたことを話す。 

③自分のお気に入りをみんなに話す。 
・自分のお気に入りを決め、みんなの前で発表する。 
 

生活 1/2
国語 1と 1/2 
 

  

 

 

 

６  

 
 
 
 
 
 

がっこうのこと もっとし 
りたいなⅡ 
（がっこうのなかのことばや
かずをさがそう） 

Ｆ－４ 
 

①学校の中にあるもの(施設・自然・人)で、これ
までに国語で学習した文字が使われている言
葉を考える。 

②学校の中にあるものの言葉集めや数探しをす
る。 

・グループで探しに行く。 
・「つ」「し」「く」「へ」など、これまでに学習した平仮
名が使われているものを探しに行く。 

・１から 10 までの数あるものや学校の中にある１から 10
までの数字を、校舎内や体育館、運動場など、いろい
ろな場所に探しに行く。 

③探した言葉や数を発表する。 
・探した言葉や文字を平仮名ごとに発表する。 

 ・探した数や数えた数を１から順に発表する。 

国語 1/2
算数 1/2 
 

 

Ｆ 
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５ 本時の学習 Ｆ－１ 
（１）活動名  「がっこうのこと もっとしりたいなⅠ ～やってみたいことにちょうせんしよう～」 
       (1/6 時間） 

 
（２）目標    ・これまでの学校探検の経験をもとに、自分でやってみたいことやもっと行ってみ

たいところなどを考え、学校の施設や自然、人などにかかわろうとする気持ちを
持つことができる。生活 道徳 

 
（３）評価規準 ・これまでの学校探検の経験をもとに、自分でやってみたいことやもっと行ってみ

たいところなどを意識したり、考えたりすることができる。生活【活動や体験に
ついての思考･表現】 

         ・これまでの学校探検の経験を振り返り、学校の施設や自然、人などにもっとかか
わろうとする気持ちを持つことができる。道徳 【４－（４）先生を敬愛し、学
校の人々に親しんで、学級や学校の生活を楽しくする】 

 
（４）準備物    学校探検の写真 校内マップ 児童の書いたカード 

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 学校探検のことを思い出す。 

・学校巡りや学校探検で見つけた
ものや出会った人のことを思
い出す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２  会いに行きたい人、やってみ

たいことを話し合う。  
   ・誰とどこに行って何をしたいの

か、誰と会いたいのか話し合う。 
・行ってみたい場所を確認した
り、やりたいことを決めたりす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  行ってみたい場所を確認し、

やりたいことを決める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎学校の中のものや人ともっとかかわりたいという意欲を

高めるよう、児童の声やつぶやきを大切に受け止め、学級
に広げる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎これまでの学校探検の様子を振り返ることができるよう
に、写真や校内マップ、児童の描いたカードなどを用意し
ておき、活用する。 

◎児童の思いや願いについてできるだけ具体的な活動のイ
メージで話すことができるように支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎行ってみたい場所ややってみたいことを黒板に整理して
板書する。 

◎児童のやってみたいことを事前に聞いておき、個々の願い
が実現できるように支援する。実現が難しいことについて
は児童に丁寧に話をし、他のことを探すよう助言する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★これまでの
学校探検の経
験をもとに、自
分でやってみ
たいことやも
っと行ってみ
たいところな
どを意識した
り、考えたりす
ることができ
る 。（ つ ぶ や
き・発言･対話）
 
 
 
ｗ★これまで
の学校探検の
経験を振り返
り、学校の施設
や自然、人など
にもっとかか
わろうとする
気持ちを持つ
ことができる。
（つぶやき・発
言） 

やってみたいことにちょうせんしよう 

もっと学校の中を

歩きたいな。 

飼育小屋に行ったけ
どウサギには触れな
かったよ。 

今度はどこに行
こうかな。 

今度はウサギを抱
っこしたいな。抱っ
この仕方を教えて
もらいたいな。 

裏庭にも行きたか
ったけど、時間が
足りなくなってし
まいました。 

用務の先生が、「また
おいで」っていってく
れました。 

僕は虫を探しに行き
たいな。2 年生のお
兄ちゃんがたくさん
いる所を教えてくれ
たよ。 

わたしは校長先
生ともっと話が
したいな。 

私は、飼育委員会のお兄
さんに会いに行って、ウ
サギの抱き方を教えても
らいたいな。 

職員室に行っ
て、他の先生と
も話してみた
いよ。

音楽室で、ピアノを弾い
てみたいな。誰にお願い
したら弾かせてもらえ
るかな。

たんぽぽ学級の
先生とお友だち
と遊んでみたい
な。
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５ 本時の学習 Ｆ－２ 
（１） 活動名   「がっこうのこと もっとしりたいなⅡ ～もっとなかよしになろう～」（2/6・  

3/6 時間） 
 

（２） 目標     ・自分のめあてや願いをもとに、人や自然、ものとより深くかかわりを持ち、そ      
れらのことを通して学校生活において様々な人とよりよい人間関係を築こうと
する。生活  学級活動 

 
（３） 評価規準  ・自分のめあてや願いをもとに会いたい人に会いに行ったり、やってみたいこと   

に挑戦したりし、人や自然、ものとより深くかかわりを持つことができる。 
生活 【活動や体験についての思考・表現】 

・学校の中のいろいろな人とかかわったり、友だちと一緒に活動したりすること  
  を通して、よりよい人間関係を築こうとする。学級活動【２－ウ 望ましい人
間関係の形成】 

          
（４） 準備物     校内マップ 自分のお気に入りを描く小さいカード 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
１  自分のやりたいことや行き

たい場所を確認して、グルー
プを作る。 
・自分の活動のめあてや注意事項
を確認する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２  校舎の中や校庭で、やりたい

と思ったことをやり、会いた
いと思った人に会いに行く。 
・自分の活動への願いをもとに、
実際に活動する。 

 
 
 
 
 
 
 
３  活動を振り返る。 

・校内マップに自分のお気に入り

の場所や理由を書き込む。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童の実態に合わせて、「やりたいこと」「行きたい場所」

｢好きな友だち｣など教師が方向を定めるようにする。 
◎活動の意欲を高まっている児童を紹介したり、教師自身の

楽しい気持ちを伝えたりして活動に対する雰囲気を作る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎一人ひとりの児童の願いをもとに活動の様子を見取り、つ

ぶやき等に対して児童にわかりやすく話すなど、支援の仕

方を工夫する。 
 
 
 
 
 
 
 
◎すぐに書ける小さなカードに書いて貼るとよい。 
◎校内マップで自分のお気に入りが学校のどのあたりにあ

るのかを確かめさせるようにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分のめあ
てや願いをも
とに会いたい
人に会いに行
ったり、やって
みたいことに
挑戦したりし、
人や自然、もの
とより深くか
かわりを持つ
ことができる。
（行動観察） 
★学校の中の
いろいろな人
とかかわった
り、友だちと一
緒に活動した
りすることを
通して、よりよ
い人間関係を
築こうとして
いる。（行動観
察・会話） 

もっとなかよしになろう 

さあ、楽器の鳴ら

し方を～先生に
教えてもらうぞ。

すごい！2 年生が
教えてくれた所に
本当に虫がいた
よ。

校庭でお花に水
をあげている先
生のお手伝いを
したよ。

音楽の先生がピ
アノを弾かせて
くれたよ。 

保健の～先生に
怪我をした時に
使うお薬を見せ

てもらうんだ。 

虫を探したい人
は一緒のグルー

プで行こうよ。 

ウサギを抱く時はこ
んな風に抱くといい

んだね。 

～さんがいるか
ら、このグループ
でウサギを抱っこ
しに行くよ。

私たちのお気に
入りマップを作
りたいな。 

～さん、私と一緒
お気に入りが一緒
だね。休み時間に
行きたいね。

僕もここに行っ
てみたいなあ。

僕もここに行っ
てみたいなあ。



 4

５ 本時の学習 Ｆ－３ 
（１） 活動名   「がっこうのこと もっとしりたいな Ⅱ ～おきにいりをおしえあおう～」       

（4/6・5/6 時間） 
 
（２） 目標     ・活動を振り返り、学校の中でかかわった自分のお気に入りについてカードなど     

を使って友だちに伝えたり、友だちの話を聞いたりする。生活 国語 
  

（３） 評価規準  ・活動したことやかかわった自然、人々についてまとめ、友だちに伝えることが     
できる。生活 【活動や体験についての思考・表現】 

・学校の中の自分のお気に入りについて、カードを見せながら話したり、友だち
の話を聞いたりする。国語 【話す・聞く能力】 

 
（４） 準備物  お気に入りを描くカード 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 前時の活動でやったことや

気付いたことを想起し、カー
ドなどに書く。 
・気付いたことを絵や文章などを

使ってカードに書く。 
 
 
 
 
 
 
 
２   活動したことや気付いたこ

とについてカードを使って
話し合う。 

・友だちに自分の書いたカードを
見せながら、自分の活動したこ
とや気付いたことを話す。 

 
 
 
３  自分のお気に入りをみんな

に話す。 
・自分のお気に入りを決め、みん

なの前で発表する。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎友だちや教師と自由な雰囲気で話しながら、気づいたこと
や書きたいことが書けるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
◎１対１や３人～４人くらいのグループなど、児童の実態に
応じて話し合いの形態を工夫する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎みんなの前で話すことが難しい児童については、「あなた
のお気に入りの場所はどこですか？」「あなたが会った人
はだれかな？」などと具体的 
に聞きながら、発表につなげていく。 

◎みんなの前で自分の思いを話すことが嬉しい、楽しいと感
じることができるよう、温かい雰囲気になるようにする。 

◎友だちの発表を上手に聞くことができている児童を評価
し、全体に広めていくようにする。 
・友だちの発表を聞き、うなずいている 
・自分の活動と結びつけている 
・活動をさらに広げようとしている など 
 

 
 
 
 
 
★活動したこ
とやかかわっ
た自然、人々に
ついてまとめ、
友だちに伝え
ることができ
る。（カード、
対話） 
 
 
 
 
 
★学校の中の
自分のお気に
入りについて、
カードを見せ
ながら話した
り、友だちの話
を聞いたりす
る。（発表・つ
ぶやき） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

おきにいりをおしえあおう 

私は音楽の～先
生に木琴の叩き
方を教えてもら
ったよ。

僕は、用務の先生のお
手伝いで花の水やりを
したことを描くよ。 

うさぎさんを抱
っこしたことを
描こうかな。 

校長先生の椅子に座
らせてもらったよ。
とっても大きくて、
豪華だったよ。

３年生のお兄さんに
このハムスターを見
せてもらったんだよ。
かわいかったよ。

え！いいな。私
も見せてもら
いたいな。 

みんなはどんな
ことをしたのか
な。 

みんなに僕のお
気にいりを聞い
てもらいたいな。 

～さんのお気に
入りは、私と一緒
だ。 

私のお気に入りは、保
健室の～先生です。と
っても優しいから好き
です。
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５ 本時の学習 Ｆ－４ 
（１） 活動名   「がっこうのこと もっとしりたいな Ⅱ ～がっこうのなかのことばやかずをさ     

がそう～」(6/6 時間） 
 

（２）目標    ・学校の中のいろいろな言葉や数を見つけ、言葉や数に親しむ。国語 算数 
 

（３）評価規準  ・学校の中の言葉や文字に関心を持ち、学校の中のいろいろな言葉や文字を見つけ
ようとしている。国語【国語への関心・意欲・態度】 

・学校の中にあるものの数や数字に関心を持ち、学校の中のいろいろなものの数を
数えたり、数字を探そうとしたりしている。算数【算数への関心・意欲・態度】 
 

（４） 準備物  50 音表 ひらがなカード 数カード 
  
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１  学校の中にあるもの（施設・

自然・人）で、これまでに国
語で学習した文字が使われ
ている言葉を考える。 

 
 
 
 
 
 
 
２  学校の中にあるものの言葉集

めや数探しをする。 
・グループで探しに行く。 
・「つ」「し」「く」「へ」など、こ
れまでに学習した平仮名が使わ
れているものを探しに行く。 

・１から 10 までの数あるものや学
校の中にある１から10までの数
字を、校舎内や体育館、運動場
など、いろいろな場所に探しに
行く。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  探した言葉や数を発表する。 

・探した言葉や文字を平仮名ごと
に発表する。 

    ・探した数や数えた数を１から順
に発表する。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎言葉の初めに使われているものに限定すると少なくなる
ので、言葉の中や最後でもよいことにしておく。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎カードと筆記用具を持って探しに行き、教室で発表でき
るようにする。 

◎なかなか見つけられない児童には、友だちと同じでもよ
いことを伝え、「次は自分で見つけよう。」という気持ち
になるようにする。 

◎たくさん見つけることよりも、考えようとしたり、数え
ようとしたりする姿を評価する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎見つけたものを全員が１つずつは出せるよう支援する。 
◎平仮名ごとに分けたり、数ごとに分けたりして児童にわ
かりやすいよう工夫をする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★学校の中の
言葉や文字に
関心を持ち、学
校の中のいろ
いろな言葉や
文字を見つけ
ようとしてい
る。(行動観察・
カード) 
★学校の中に
あるものの数
や数字に関心
を持ち、学校の
中のいろいろ
なものの数を
数えたり、数字
を探そうとし
たりしている。
(行動観察・カー
ド) 
 
 
 
 
 
 
 
 

がっこうのなかの ことばやかずをさがそう 

「りかしつ」は

りとしがある
ね。 

さくら、もい
いかな。

しょくいんしつ
は、「し」が２つ！

みなさんへ、って

書いてるよ。 

つじ先生は、

つがつくね。

鉄棒は６ありまし
た。 

大きいピアノ
は、学校の中に
全部で３ある

よ。 

花壇の看板に、数
字発見！「３年
生」って書いてい
るよ。

さくらの木が５
本ありました。 

1 年生の使うトイ
レは、男の子の

は、３つ。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「がっこうだいすき（第２期）16 時間（２）がっきゅうだいすき－①きょうしつ がっきゅうだい

すきⅠ～Ⅲ ４時間」）   

 
２ 第２期の目標 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校に来たいと思うことがで

きる。 
 
３ 単元の目標  学校生活に慣れ、自分の学級や教室に親しみを感じ、毎日楽しく過ごすことができ

る。 
 
４ 小単元名 「きょうしつ がっきゅうだいすき Ⅰ～Ⅲ」 

（１） 目標   ・教室など身近な環境を飾る作品を作って飾ることを楽しんだり、作品について   
自分の思いを話したりすることができる。図画工作 国語 

・教室の中にある身近なものから言葉や数を探すことを楽しむ。国語 算数 
          ・学校は掃除当番があることを知り、みんなで使う所を協力してきれいにしよう 
           とすることができる。道徳 学級 
          

（２）小単元計画 （４時間） 
 時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

 
 
 
 
 １ 
 ・ 
 ２ 
 
 
 
 

きょうしつ がっきゅうだ 
いすきⅠ 
（きょうしつをすてきにしよ 
う） 
Ｇ－１ 

①自分たちの教室にどんな飾りを飾りたいか考
える。 

②教室に飾る飾りを作る。 
・折って切ったり、重ねて切ったりして好きな形や 

作りたいものを作る。 
③できた作品を友達や先生に見せ、作品について
話をする。 

・どんなものを作ったかや気に入っているところなど自
分の作品について友達に話す。 

④できたものを飾って見てみる。 
・みんなの作品をつなげたり並べたりして、自分たちの
教室を飾る。 

 

図画工作 1 と
1/2 
国語 1/2 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  ３ 
 

きょうしつ がっきゅうだ
いすきⅡ 
（きょうしつのなかのことば

やかずをさがそう） 

Ｇ－２ 

 

 

①教室にあるものの言葉探しをする。
・二文字、三文字、四文字のものを探す。 
②探した言葉を発表する。 
③教室の数探しをする。 
・１つ、２つ、３つなど、言われた数だけ、ものを用意
する。 

④探したものを発表する。 
 

国語 1/2
算数 1/2 
 

 
 
 
 
    
  ４ 

きょうしつ がっきゅうだ
いすきⅢ（１時間） 
（おそうじにちょうせん） 

Ｇ－３ 
 

①掃除について知る。
・入学からこれまで、上級生が自分たちの教室を掃除し
てくれていたことを知る。 

・小学校ではみんなで使う場所を分担して掃除すること
を知る。 

②掃除道具の名前を知る。 
・ほうきやちりとり、雑巾の使い方を知る 
③机や椅子の運び方を知り、掃除をする。 
・机や椅子の運び方を見て運んだり、掃除道具を使って
実際に掃除をする。 

④掃除道具の後片付けをする。 
・掃除道具について、どこに何をしまうかを知り、片付
けをする。 

学級活動 1/2
道徳 1/2 
 

 
 

 
 
 
 

Ｇ
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５ 本時の学習 Ｇ－１ 
（１）活動名   「きょうしつ がっきゅうだいすき Ⅰ ～きょうしつをすてきにしよう～」(1/4・

2/4 時間) 
 

（２）目標    ・教室など身近な環境を飾る作品を作って飾ることを楽しんだり、作品について自
分の思いを話したりすることができる。図画工作 国語 

  
（３）評価規準 ・教室など身近な環境を飾る作品を、いろいろな紙を使って作ることを楽しむ。 

図画工作【造形への関心・意欲・態度】 
        ・自分の作品について、友だちや先生に自分の思いを話すことができる。 

          国語【話す・聞く能力】 
 
（４）準備物    色紙 色画用紙 マーカー 飾りの見本  セロハンテープ のり  色鉛筆 パス 
 
（５）展開 

 
主な学習活動 

 
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 自分たちの教室にどんな飾りを飾り

たいか考える。 
   ・紙を使って飾りを作り、自分たちの教室

を飾ることを知る。 
 
 
 
 
 
 
 
２  教室に飾る飾りを作る。 

・折って切ったり、重ねて切ったりして好
きな形や作りたいものを作る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  できた作品を友達や先生に見せ、作

品について話をする。 
・どんなものを作ったかや気に入っている

ところなど自分の作品について友達に
話す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
４ できたものを飾って見てみる。 
・みんなの作品をつなげたり並べたりして、
自分たちの教室を飾る。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
◎はさみを使って、色紙や色画用紙を切って飾りを
作ることを伝える。 

◎切ったものに色鉛筆やマーカー、パスなどで書き
足したり、切ったものをつなげたりしてもよいこ
とを言っておく。 

◎教科書を見て、飾りのイメージがわくようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎教師が作った見本を見せて、折って切ったり、重
ねて切ったりすることのおもしろさを伝える。 

◎次のことを言っておく。 
・紙を切る時ははさみの奥で切る。 
・はさみを置く時は閉じて置く。 
・曲がった線は紙を回して切る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎２人組で作品を見せ合ったり、友だちの話を聞い
たりする。 

 
 
 
 
 
 
 
◎みんなの作品がそれぞれに価値があることを伝
え、自分たちの教室に愛着が持てるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★教室など身
近な環境を飾
る作品を、いろ
いろな紙を使
って作ること
を楽しむ。(行
動観察) 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分の作品
について、友だ
ちや先生に自
分の思いを話
すことができ
る。(対話) 

 
 
 

きょうしつをすてきにしよう 

回しながら切
ると…。 

うんと長く切っ
てつなげたいな。 

画用紙を２枚重
ねて切って、お
うちを２つ作り
ました。

くるくる回して、
こんなに長く切
れました。 

どんなものを
作ろうかな。 

いっぱい作っ
て、素敵な教室
にしたいな。 

飾りも付けよ
う。

どんな形に切
ろうかな。

お花が好きなの
で、お花をたくさ
ん描きました。 

追って切った
ら、こんなにつ
ながりました。 

みんなの作品
を合わせると、
楽しくなるね。 

～さん、つなげて
うんと長くしよう
よ。
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５ 本時の学習 Ｇ－２ 
（１） 活動名   「きょうしつ がっきゅうだいすき Ⅱ ～きょうしつのなかのことばやかずをさ     

がそう～」(3/4 時間) 
 

（２） 目標   ・自分の持ち物や教室の中にある身近なものから言葉を探したり、数を数えたりす 
ることを楽しむ。国語 算数  
 

（３） 評価規準 ・自分の持ち物や教室の中にあるものの名前に興味を持ち、言葉を探すことを楽し 
んでいる。国語 【国語への関心・意欲・態度】 

・自分の持ち物や教室の中にあるものの数に興味を持ち、数を数えることを楽しん 
でいる。算数【算数への関心・意欲・態度】 
 

（４） 準備物    
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
 

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
１  自分の持ち物や教室にあるものの言

葉探しをする。 
・２文字、３文字、４文字のものを探す。

 
 
 
 
２  探した言葉を発表する。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  自分の持ち物や教室の数探しをす

る。 
・１つ、２つ、３つなど、言われた数だけ、

ものを用意する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  探したものを発表する。 
 
  
 

 
 
 
 
 
◎楽しい雰囲気で言葉探しができるようにする。 
◎なかなか探すことができない児童は、「これは何
かな。」と聞いたり、文字数を数えてやったりし
ながら支援をする。 

 
 
 
 
 
◎友だちと同じものでもよいので、自分の見つけた
ものを１つは発表するように当てたり、指名をし
たりする。 

◎指定されたものと違うものが児童から出てきた
場合は、｢これは何文字かな。｣などと児童に聞く
ようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎たくさんあるものでも、言われた数だけ用意すれ
ばよいことを確かめる。 

◎友だちと合わせてもよいことを言っておく。 
◎見つけたもので持ってこられないもの（オルガン 
や時計など）は、言葉で言うことにする。 

 
 
 
 
 
 
◎数が合っているか教師が確かめるようにする。 
◎教室にあるものと、自分の持ち物と分けて板書す
る。 

◎児童の実態に応じて、「消しゴムは１こ」「鉛筆は、
４本」など、助数詞に触れることも想定しておく。 

 

 
 
 
 
★自分の持ち
物や教室の中
にあるものの
名前に興味を
持ち、言葉を探
すことを楽し
んでいる。(行動
観察) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分の持ち
物や教室の中
にあるものの
数に興味を持
ち、数を数える
ことを楽しん
でいる。（行動
観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

きょうしつのなかの ことばやかずをさがそう

２文字は、い
す！

消しゴムは、１

つ。

鉛筆を３本出

そう。 

先生の机は、
１つ。 

時計、は３文
字だね。 

３文字が多い
なあ。

～さんと～君と私
のと合わせて消し
ゴム３個にしよう。

わたしも、「こ
くばん」見つ
けたよ。 

教室には、１つ
のものもいろい
ろあるね。 

黒板消す物は

２つあるね。 
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５ 本時の学習 Ｇ－３ 
（１） 活動名   「きょうしつ がっきゅうだいすき Ⅲ ～おそうじにちょうせん～」（4/4 時間）

  
（２）目標      ・学校は掃除当番があることを知り、みんなで使う所を協力してきれいにしよう

とすることができる。 
 
（３）評価規準   ・自分たちの学級や学校はみんなで掃除をすることを知り、掃除当番の仕事がわ

かる。学級活動【（１）－エ 清掃などの当番活動の役割と働くことの意義の理
解】 

・みんなが気持ちよく生活するために、自分のやらなければならない仕事をしっ
かりやろうとしている。道徳【１－（２）自分がやらなければならない勉強や
仕事はしっかりと行う】 

 
（４） 準備物    掃除道具（ほうき、ちりとり、雑巾など） 掃除の写真 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
 
１  掃除について知る。 

・入学からこれまで、上級生が
自分たちの教室を掃除して
くれていたことを知る。 

・小学校ではみんなで使う場所
を分担して掃除することを
知る。 

 
 
 
 
 
 
 
２  掃除道具の名前を知る。 

・ほうきやちりとり、雑巾の使
い方を知る 

 
 
 
 
 
 
３  机や椅子の運び方を知り、

掃除をする。 
・机や椅子の運び方を見て運ん

だり、掃除道具を使って実際
に掃除をしたりする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  掃除道具の後片付けをす

る。 
・掃除道具について、どこに何

をしまうかを知り、片付けを
する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎学級掃除や縦割り班掃除など学校の実態に合わせて話をす
る。 

◎保育所や幼稚園での経験も聞きながら、学校の掃除について
知らせる。 

◎みんなで協力して掃除をすることで、教室がきれいになり、
気持ちよく生活ができることを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
◎掃除道具を使っている写真などを提示し、児童が具体的にイ
メージが持てるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎机や椅子の運び方は、代表の児童と一緒にやってみせる。 
◎よくない運び方について、どうしてよくないのかを考えさせ
る。 

◎上手にできている児童を褒めたり、手本になってもらったり
して意欲を高めるようにする。 

◎学校のきまりに沿った指導をするようにする。 
 
 
 
 
 
 
◎片付ける場所や片付け方やわかるよう、扉や棚に絵や写真を
貼っておく。 

◎片付けが済んだら、手を洗って終わりにするように伝える。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★自分たちの
学級や学校は
みんなで掃除
をしているこ
とを知り、掃除
当番の仕事が
わかる。（行動
観察） 
 
★みんなが気
持ちよく生活
するために、自
分のやらなけ
ればならない
仕事をしっか
りやろうとし
ている。(行動観
察) 

おそうじにちょうせん 

今までお兄さん、
お姉さんが掃除
してくれたんだ
ね。

これからは、自分
たちでやるんだ
ね。 

保育園の時も、お掃除
したことあるよ。 

ちりとりは知って
るよ。幼稚園で使っ
たことがあるよ。 

机は重いね。２
人で運ぼうね。 

このほうき、初めて
見たよ。長いなあ。

こっち側を持って運ば
ないと、中の物が出ちゃ
うね。 

絵(写真)の所にし
まわないといけ
ないんだね。 

雑巾は、縦拭きとか
くかくで拭くのと
あるんだね。 ほうきはジグザグ。ご

みをしっかり集めて
…。

雑巾はきれいに洗っ
て、ぎゅっと絞って
干すんだね。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「がっこうだいすき（第２期）16 時間（２）がっきゅうだいすき－②みんなであそぼうよⅠ・Ⅱ 

３時間」   
 
２ 第２期の目標 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校に来たいと思うことがで

きる。 
 
３ 単元の目標  学校生活に慣れ、自分の学級や教室に親しみを感じ、毎日楽しく過ごすことができ

る。 
 
４ 小単元名 「みんなであそぼうよ Ⅰ・Ⅱ」 

（１） 目標   ・歌やゲームで遊ぶことを通じて、わらべ歌に親しんだり、友だちともっと仲良 
くなろうとしたりする。音楽 学級活動 

          ・身体を動かして遊ぶことを通じて、数に親しんだり、鬼遊びに進んで取り組も
うとしたりする。算数 体育 

          ・６年生とかかわることを通して、自分たちには優しく頼りになる上級生がいる
ことに気付き、安心して楽しい学校生活を送ることができる。音楽 学級活動 

   
（２）小単元計画 （３時間） 

 時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

 

 
  １ 
 
 
 
 
 

みんなであそぼうよⅠ 
（うたやげーむでからだをう
ごかしてあそぼう） 

Ｈ－１ 

 

 

 

①わらべうたで遊ぶ。
・おちゃらかほい、おせんべやけたかな、おちゃをのみ
にきてくださいなどの手遊び歌で遊ぶ。 

②名前遊びをする。 
・先生の打つ拍に合わせて手拍子を打ったり、自分の名
前を呼ばれたら返事をしたりする。 

③名前キャッチゲームをする。 
・名前を呼んだり、返事をしたりしながら風船をパスす
る。 

 

音楽 2/3
学級活動 1/3 
 
 
 
 

 
 
 
  ２ 

Ｈ－２ 

 

 

 

 

①体育館に並んで行く。
・並びっこを思い出し、並んで体育館に行く。 
②体育館で数のゲームをする。 
・人数集めのゲームをする。（となりのトトロ） 
③体育館で鬼ごっこをする。 
・一人おに、ふやしおにをする。 
 

算数 2/3
体育 1/3 

 
 
 
 
 
 
  ３ 

みんなであそぼうよⅡ 
（６ねんせいとあそぼう） 

Ｈ－３ 
 

①６年生と出会い、挨拶をする。
・みんなで挨拶をする 
・１年生と６年生のペアで自己紹介をしながら、名前カ
ード交換をする。 

②６年生の校歌を聞いたり、一緒に歌を歌ったり
する。 

・校歌を紹介してもらう。 
・一緒に歌を歌う。 
③６年生と一緒に遊ぶ。 
・１年生が今までにしたゲームや、６年生が考えてくれ
たゲームをして一緒に遊ぶ。 

④６年生の挨拶を聞き、感想を言う。 
・６年生に終わりの挨拶をしてもらい、感想を言う。 
 

音楽 1/3
学級活動 2/3 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｈ 
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５ 本時の学習 Ｈ－１ 
（１）活動名   「みんなであそぼうよ Ⅰ ～うたやげーむであそぼう～」（1/3 時間） 

 
（２）目標    ・歌やゲームで遊ぶことを通じて、わらべ歌に親しんだり、友だちともっと仲良く

なったりすることができる。音楽 学級活動 
 

（３）評価規準 ・友だちと一緒に楽しくわらべ歌を歌い、わらべ歌に親しんでいる。音楽【音楽へ
の関心・意欲・態度】                     

・友だちと一緒に歌やゲームをして遊ぶことを通して、いろいろな友だちともっと
仲良くなることができる。学級活動【（２）－ウ望ましい人間関係の形成】 

 
（４）準備物    ＣＤ ＣＤデッキ 風船 

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１  わらべうたで遊ぶ。 

・おちゃらかほい、おせんべやけたかなな
どの手遊び歌で遊ぶ。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
２ 名前遊びをする。 

・先生の打つ拍に合わせて手拍子を打った
り、自分の名前を呼ばれたら返事をした
りする。 

 
 
 
 
 
 
 
３  名前でキャッチゲームをする。 

・名前を呼んだり、返事をしたりしながら
風船をパスする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎教師がそれぞれのわらべ歌を知っている児童と

やってみせる。 
◎わらべ歌を知らない児童は知っている児童とペ

アやグループを作るなど、すぐに遊べるよう配慮

する。 
 
 
 
 
 
 
◎みんなの顔が見えるように、丸く輪になって座

る。 
◎始めは教師が名前を呼び、慣れてきたら児童が呼

ぶようにする。 
 
 
 
 
 
 
◎４～５人が１組になり、丸くなる。 
◎相手の名前を呼んでから、風船をパスする。 
◎呼ばれたら、｢はい｣と返事をする。 
 

 
 
 
 
★友だちと一

緒に楽しくわ

らべ歌を歌い、

わらべ歌に親

し ん で い る 。

（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
★友だちと一

緒にゲームを

して遊ぶこと

を通して、いろ

いろな友だち

ともっと仲良

くなることが

できる。(行動観

察) 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

うたやげーむであそぼう 

次は僕の名前
を呼んで欲し
いな。 

みんなの手拍子

が揃うかな。 

風船だった
らキャッチ

しやすいね。

今度は手拍子じ

ゃなくて、風船を

パスするよ。 

「おちゃら
かほい」知っ
てるよ！ 

「おせんべやけ
たかな」は「な」
に当たった手を
引っくり返すん
だよ。 
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５ 本時の学習 Ｈ－２ 
（１） 活動名   「みんなであそぼうよ Ⅱ ～ともだちといろいろなおにあそびをしよう～」（2/3    

時間） 
 

（２） 目標     ・身体を動かして遊ぶことを通じて数に親しんだり、鬼遊びに進んで取り組もうと 
したりする。算数 体育  

 
（３）評価規準 ・身体を動かして遊ぶことを通じて、数に親しんでいる。算数【算数への関心・意

欲・態度】 
・鬼遊びに進んで取り組もうとしている。体育【運動への関心・意欲・態度】 

 
（４） 準備物   ＣＤ ＣＤデッキ 大小いろいろなぬいぐるみ おじゃみ（宝）しっぽ（スズラ 

ンテープやストッキングなどで児童の人数分用意する） 
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言 

★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
１  体育館に並んで行く。 

・並びっこを思い出し、並んで体育館に行
く。 

 
 
 
 
 
 
 
２  体育館で数のゲームをする。 

・人数集めのゲームをする。（となりのト
トロ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  体育館で鬼ごっこをする。 

・たからとりおにやしっぽとりおにをす
る。 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎並んで静かに体育館まで行くことができたら褒

めるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
◎始めにみんなでトトロを歌い、「メイ」は２人、

「トトロ」は３人、「猫バス」は４人、｢大トトロ｣ 

は５人の組を作ることを伝え、そのことを書いた

紙を貼っておく。 
◎どうしても組が作れない時は、友だちの代わりに

ぬいぐるみを持ってきてもよいことにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎タッチは優しくするように言っておく。 
◎宝や尻尾は１つ１点にし、児童が数を数えたり、

大小を比べたりしやすいようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★身体を動か

して遊ぶこと

を通じて、数に

親しんでいる。

（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
★鬼遊びに進

んで取り組も

うとしている。

（行動観察） 

 
 

ともだちといろいろなおにあそびをしよう 

体育館に行く
時は、背の順だ

ったね。

メイは２人、トト

ロで３人、猫バス
は４人、大トトロ
で５人だね。 

宝をたくさん

取るぞ！ 

一人足りないか
ら、ぬいぐるみ
を持ってこよ

う。

静かに行こう
ね。 

今がチャンス

だ！ 

早く走ろう。 手を広げて守
るよ。 

後ろと前で挟み

撃ちだ！ 僕のチームは、
３こ取ったよ。 
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５ 本時の学習 Ｈ－３ 
（１） 活動名    「みんなであそぼうよ Ⅲ ～６ねんせいとあそぼう～」(3/3 時間) 

 
（２） 目標     ・６年生とかかわることを通して、自分たちには優しく頼りになる上級生がいる

ことに気付き、安心して楽しい学校生活を送ることができる。音楽 学級活動 
  

（３） 評価規準  ・６年生の歌を聴いて憧れの気持ちを持ったり、一緒に歌うことを楽しんだりし
ている。音楽【音楽への関心・意欲・態度】 

         ・６年生とかかわることを通して、上級生と活動することの楽しさを味わい、仲
良くなろうとする。学級活動 【（２）－ウ望ましい人間関係の形成】 

 
（４） 準備物   ＣＤ ＣＤデッキ 校歌の歌詞を書いたもの 名前カード  

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
 
１  ６年生と出会い、挨拶をする。 

・みんなで挨拶をする。(６年生→１年生）
・１年生と６年生のペアで自己紹介をしな

がら、名前カード交換をする。 
 
 
 
 
 
 
 
２  ６年生の校歌を聞いたり、一緒に歌

を歌ったりする。 
・校歌を紹介してもらう。 
・一緒に歌を歌う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
３  ６年生と一緒に遊ぶ。 

・１年生が今までにしたゲームや、６年生
が考えてくれたゲームをして一緒に遊
ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４  ６年生の挨拶を聞き、感想を言う。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎教師が１年生役になって代表の６年生と自己紹
介の仕方をデモンストレーションをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎６年生に校歌について簡単に紹介してもらう。 
◎児童の側で教師も一緒に歌うようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎「じゃんけんチャンピオン」や｢かもつれっしゃ｣
など、１年生がすぐできて、６年生も恥ずかしが
らずにできるものにする。 

 
 
 
 
 
◎２名くらいの児童に言ってもらうようにする。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★６年生の歌
を聴いて憧れ
の気持ちを持
ったり、一緒に
歌うことを楽
しんだりして
いる。（行動観
察） 
 
 
 
 
 
 
★６年生とか
かわることを
通して、上級生
と活動するこ
との楽しさを
味わい、仲良く
なろうとする。
（行動観察） 

６ねんせいとあそぼう 

６年生は、大き

いね。 
優しそうなお
兄ちゃん。 

～です。よろ
しくお願いし

ます。 

私のペアのお姉ち

ゃんは、～さん、
っていうんだね。 

小学校の校歌
は言葉が難し

いね。 

６年生は歌

が上手だね。

すごいね。 

僕も覚えられ
るかな。 

ちゃんと並ん

で待つよ。 
じゃんけんに勝
ったら、今度はチ

ャンピオンだよ。

６年生がしゃが

んでかもつれっ
しゃをしてくれ
たよ。 

やった！６年生
に勝ったよ！ 

６年生の歌が上

手でした。

じゃんけんゲー
ムがおもしろか
ったです。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案 
 
１ 単元名 「がっこうだいすき（第２期）16 時間（３）しぜんとなかよし－①はなやくさとなかよくなろうⅠ・

Ⅱ ３時間」   
 
２ 第２期の目標 学校生活に慣れ、学校や学級が大好きになり、明日も学校に来たいと思うことがで

きる。    
 
３ 単元の目標   自分の身近にある自然と触れ合い、親しみを感じながら楽しく活動することができ

る。 
 
４ 小単元名 「はなやくさとなかよくなろうⅠ・Ⅱ」 

（１） 目標   ・花にかかわりのある歌に親しんだり、草花遊びを楽しんだりし、自然や友だち    
と仲良くなることができる。生活 音楽   

・絵の具や筆を使って花を絵に表すことを楽しんだり、絵に表したことを友だち
や先生に伝えたりすることができる。 国語 図画工作  

   
（２）小単元計画 （３時間） 

時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連
 
 
 
 
 
 １ 

はなやくさとなかよく
なろうⅠ 
（くさばなあそびをしよう） 

Ｉ－１ 

 

①花にかかわりのある歌を歌う。 
・「ひらいたひらいた」「おはながわらった」などを身体を動

かしながら歌って遊ぶ。 

②学校にある草花を見つけ、草花を使って遊ぶ。 
・学校にある草花などの自然物を使って遊びを考え、みんな

で遊びを楽しむ。 

③友だちに遊びを紹介する。 
・草花遊びで発見したことや面白かった遊びを友達に紹介す 

る。 

 

音楽 1/3 
生活 2/3 
 
 
 
 
 

 

２ 
 ・ 
３ 
 

はなやくさとなかよく
な 
ろうⅡ 
（ぐるぐるでおはながさいた） 

Ｉ－２ 

 

 
 

①花にかかわりのある歌を歌う。 

・「ひらいたひらいた」「おはながわらった」をいろいろなバ

リエーションで楽しく歌って遊ぶ。 

②花を描く。 
・筆に絵の具を付けてぐるぐる回し、花に見立てた絵を描く。 

③絵を見せながら作品について話す。 
・表した花のことや、作品の工夫、面白いところなどを友だ

ちや先生に話す。 

 

図画工作１と
1/2 
国語 1/2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｉ 
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５ 本時の学習 Ｉ－１ 
（１）活動名   「はなやくさとなかよくなろうⅠ ～くさばなあそびをしよう～」（1/3 時間） 

 
（２）目標    ・花にかかわりのある歌に親しんだり、草花遊びを楽しんだりすることを通して、

自然や友だちと仲良くなることができる。生活 音楽 
 

（３）評価規準 ・花にかかわりのある歌のよさを感じ、身体を動かしながら歌に親しんでいる。 
音楽【音楽への関心・意欲・態度】 

         ・草花遊びを通して自然に触れながら、友達と楽しく遊んでいる。生活【生活への
関心・意欲・態度】 

 
（４）準備物  ＣＤデッキ ＣＤ     

 
（５）展開 

 
主な学習活動 

  
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１  花にかかわりのある歌を歌う。 

・「ひらいたひらいた」「おはながわ
らった」などを身体を動かしなが
ら歌って遊ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
２  学校にある草花を見つけ、草花

を使って遊ぶ。 
・学校にある草花などの自然物を使

って遊 
びを考え、みんなで遊びを楽し
む。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  友だちに遊びを紹介する。 

・草花遊びで発見したことや面白か
った遊びを友だちに紹介する。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童の実態によって、グループの大きさを考えてする。 
◎教師と児童、児童と児童で掛け合いで歌うなど、楽しく
歌えるような工夫をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎草花を大事にしながら、安全に気をつけて遊ぶことがで
きるよう、配慮する。 

◎子ども達の経験が少ないときは、教師が遊び方を提案
し、草花遊びへの意欲を持たせる。 

◎友だちに草花遊びを教えたり教えてもらったりしなが
ら、自然に草花に親しむことができるよう、友だちとの
かかわりを支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎草花遊びで発見したことや新たな遊びを紹介させ、今後
の意欲につなげる。 

 

 
 
 
 
 
★花にかかわ
りのある歌の
よさを感じ、身
体を動かしな
がら歌に親し
んでいる。（行
動観察） 
 
 
 
 
 
 
★草花遊びを
通して自然に
触れながら、友
達と楽しく遊
んでいる。（行
動観察） 
 

くさばなあそびをしよう 

シロツメクサで、

花輪が作れるよ。

オオバコで草ず
もうしようよ。 

「ひらいたひら

いた」、知ってる
よ。 

みんなで歌うと、

楽しいね。 

花の名前を変
えてもいいね。

大きな花になろう
よ。つ～ぼんだ、で
うんと小さくなっ
て…。

私は、いろんな
花の指輪を作

りたいな。 

たんぽぽの綿毛、
みんなで飛ばそ
うよ。 

～ちゃんと草の笛

をしました。小さ
い音が出ました。 

シロツメクサで
すごく長いネッ
クレスを作りま
した。

この葉っぱは服に
くっつくのでワッ
ペンになります。 

～ちゃんと茎の引
っ張りっこをしま
した。たんぽぽが
強かったです。
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５ 本時の学習 Ｉ－２ 
（１） 活動名 「はなやくさとなかよくなろうⅡ ～ぐるぐるでおはながさいた～」（2/3・3/3 時間） 

 
（２） 目標   ・絵の具や筆を使って花を絵に表すことを楽しんだり、絵に表したことを友だちや 

先生に伝えたりすることができる。国語 図画工作 
 

（３）評価規準 ・見つけた花や草を、絵の具や筆を使って絵に表すことを楽しむ。図画工作 【造
形への関心・意欲・態度】 

・絵に表したことを友だちや先生に伝えることができる。国語【話す・聞く能力】 
 

（４） 準備物  絵の具 筆 水入れ 雑巾 新聞紙 画用紙 色画用紙  
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
  

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 予想される発言

★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
 
１  花にかかわりのある歌を歌う。 

・「ひらいたひらいた」「おはながわ
らった」をいろいろなバリエーシ
ョンで楽しく歌って遊ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
２  花を描く。 

・筆に絵の具を付けてぐるぐる回
し、花に見立てた絵を描く。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３  絵を見せながら作品の話をす

る。 
・出来上がった作品を友だちや先生

に見せながら表したことを話し
たり、友だちの話を聞いたりす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 学習をまとめをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎今まで歌った歌をみんなで楽しく歌えるような雰囲気
を作り、次の活動に楽しく入れるようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎教科書の作品を見ながら、作品へのイメージを持たせる
ようにする。 

◎筆の描き心地を楽しむことができるよう、絵の具の濃淡
のつけ方やいろいろな筆の使い方を見せるようにする。 

◎葉っぱや茎などを描き足してもよいことを伝える。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎２人組で友だちの話を聞いたり、作品を見たりした感想
も友だちに言ってあげるように助言する。 

◎話すことに戸惑っている児童がいたら、「これはどうや
って描いたの？」「何を描いたのかな？」など聞きなが
ら、話すことを支援する。 

 
◎友だちとのお話の場面から児童の言葉などを取り上げ、
今日の学習の評価やまとめをする。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★見つけた花
や草を、絵の具
や筆を使って
絵に表すこと
を楽しむ。（行
動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★絵に表した
ことを友だち
や先生に伝え
ることができ
る。（行動観察）
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

ぐるぐるでおはながさいた 

「ひらいたひら
いた」をみんなで
大きな輪になっ
て歌おうよ。

大きな花を描き

たいな。 

たっぷり絵の
具をつけて…。

私は小さな花を
たくさん描きた

いな。 

「おはながわらった」
のいちどに、のところ

でみんなで笑おう。 

元気にわらった、
のところでは元気
に笑うぞ！

水で薄めて、さ
らっと描こう。

れんげの花のところ
をたんぽぽに変えて
歌ってみよう。 

大きなグルグ
ルでひまわり
を描いたよ。

いろんな色を
使って描いた
ら、虹みたいに
なったよ。 

小さいお花を
いっぱいにし
て、お花畑にし
ました。

～さんのお花、
素敵だね。 
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案     
 
１ 単元名 「みんななかよし（第３期）11 時間 ①どうぶつらんどへようこそⅠ～Ⅳ ５時間」   

 
２ 第３期の目標  学級や学年の友だちいろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生活を 

送ることができる。 
 
３ 単元の目標    学級や学年の友だちいろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生活を 

送ることができる。 
 
４ 小単元名 「どうぶつらんどへようこそⅠ～Ⅳ」 

（１） 目標   ・動物の出てくる歌を歌うことを楽しんだり、好きな動物を友だちに聞いたり、   
知らせたりして話すことに慣れる。国語 音楽   

・仲良し作りをしながら数に親しんだり、動物バスケットをして友だちと楽しく
活動したりすることができる。算数 学級活動 

          ・動物の特徴をとらえながら、歌ったり踊ったりすることを楽しむ。音楽 体育 
          ・お気に入りの動物をいろいろな紙を使って絵に表すことを楽しんだり、絵に表

したことを友だちや先生に伝えたりすることができる。国語 図画工作  
   

（２）小単元計画 （５時間） 
時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

    
 １ 

どうぶつらんどへようこ 
そⅠＪ－１ 
（どうぶつらんどであそぼう な
かよくなろう） 

 

①動物の出てくる歌を歌う。
・動物の出てくる歌を、身体を動かしながら歌って遊ぶ。 
②好きな動物を友だちに聞いたり、知らせたりす
る。 

・友だちに「好きな動物は何ですか？」と聞いたり、自分
の好きな動物を知らせたりする。 

 

音楽 1/3
国語 2/3 
 
 
 
 
 
 

 
  
 ２ 

どうぶつらんどへようこ 
そⅡＪ－２ 
（どうぶつらんどでもっとなかよ
くなろう） 

①動物バスケットをしよう！
・みんなで楽しく動物バスケットをする。 
②仲良し作りをする。 
・同じ動物のカードを持っている友だちを探し、グループ

を作る。 
・同じ数が書いてある友だちを探してグループを作る。 
・教師が提示した数になるように、ペアをつくる。 
 

算数 3/5
学級活動 2/5 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 ３ 

どうぶつらんどへようこ 
そⅢＪ－３ 
（どうぶつらんどで みんなでげ
んきにあそぼう） 

①動物じゃんけんをする。
・身体を使ってグーチョキパーで動物を表し、友だちとじ

ゃんけんをする。 
②いろいろな動物になりきって踊る。 
・音楽に合わせて、動物になりきって踊る。 
③動物の出てくる歌を歌う。 
・動物の出てくる歌を、様子や気分を想像して、楽し 
く身体を動かしながら歌って遊ぶ。 

体育 4/5
音楽 1/5 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
４ 
 ・ 
５ 

どうぶつらんどへようこ 
そⅣＪ－４ 
（すてきなどうぶつ つくっちゃ
おう） 

①動物の出てくる歌を歌う。
・今までに歌った歌を、身体を動かしながら楽しく歌う。 
②好きな動物を絵に表す。 
・いろいろな紙を切ったりちぎったりして画用紙に貼り、
自分の好きな動物に見立てる。 

③絵を見せながら作品について話す。 
・表した動物のことや絵に表していることを友だちや先生

に話す。  

図画工作１と
1/2 
国語 1/2 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｊ 
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５ 本時の学習 Ｊ－１ 
（１）活動名  「どうぶつらんどへようこそⅠ ～どうぶつらんどであそぼう なかよくなろう～」 

（1/5 時間） 
 

（２）目標    ・動物の出てくる歌を歌うことを楽しんだり、好きな動物を友だちに聞いたり知ら
せたりして話すことに慣れる。国語 音楽  

 
（３）評価規準 ・友だちと一緒に楽しく歌ったり、身体を動かしながら楽しく表現しようとしてい     

る。音楽【音楽への関心・意欲・態度】 
         ・好きな動物を友だちに知らせたり、聞いたりすることができる。国語【話す・  
          聞く能力】 
 

（４）準備物    音楽の教科書の拡大図 CD CD デッキ 動物のシール 
 

（５）展開 
 

主な学習活動 
   

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 動物の出てくる歌を歌う。 

○いぬのおまわりさん 
○やぎさんゆうびん 

○ぞうさん 

○もりのくまさん 

○おすもうくまちゃん 

○ことりのうた 

○かわいいかくれんぼ  など  

・絵の中に描かれている動物を探し、動物

の出てくる歌を考えて発表する。 

・身体を動かしながらみんなで一緒に歌

う。 

 

 
２ 好きな動物を友だちに聞いたり、知

らせたりする。 
・「すきなどうぶつはなんですか？」「ぼく

（わたしの）すきなどうぶつは～です。」  

と聞いたり知らせたりする。 

・できるだけたくさんの友だちと話すこと

ができるよう、会話が済んだらシール交

換をする。 

・学級全体の前でも話す。（全員の前で）

 
 
 
 
 
 

３ 学習の振り返りをする。 
     ・今日の学習を振り返って感想を言う。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

◎児童から出てきた歌から順に取り上げ、楽しい雰

囲気で歌うことができるようにする。 

◎身振り手振りがしにくい児童には、先生や友だち

のまねっこをして一緒にやってみようと声かけ

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎教師がデモンストレーションをして話し方を示

す。 

◎自分から友だちの所に行けない児童には、質問が

できるよう声かけをしたり、教師が相手になって

自信をつけさせたりする。 

◎みんなの前で話すことにも挑戦する。 

 

◎本時で楽しかったことやがんばったこと、できた

ことを振り返ることにより、次時の活動や意欲に

つなげるようにする。 

 
 
 
 
★友だちと一

緒に楽しく歌

ったり、身体を

動かしながら

楽しく表現し

ようとしてい

る。（行動観察）

 

 
 
 
 
 
 

★好きな動物

を友達に知ら

せたり、聞いた

りすることが

できる。（行動

観察・発表） 

 
 
 
 
 
 

どうぶつらんどであそぼう なかよくなろう

どの動物にし

ようかな。 
ぼ く と 一 緒

だ。 

～さんにも
聞いてみよ

う。 

みんなの前で言

ってみようかな。 

あの絵の動
物 の 歌 は
…。 

こんな動きか

な？ 
１番だけなら
歌えそう。 

あ！あの歌知

ってる！歌え

るよ。 
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５ 本時の学習 Ｊ－２ 
（１） 活動名  「どうぶつらんどへようこそⅡ ～どうぶつらんどでもっとなかよくなろう～」（2/5    

時間）           
 

（２） 目標   ・仲良し作りをしながら数に親しんだり、動物バスケットをして友だちと楽し       
く活動したりすることができる。算数 学級活動 
 

（３） 評価規準 ・数を構成する２つの数の組み合わせを見つけようとしている。算数【算数への 
関心・意欲・態度】 

・友だちと楽しくゲームをすることを通して友だちと仲よくなる。学級活動【（２）    
 －ウ 望ましい人間関係の形成】 
 

（４） 準備物   児童用動物カード 数カード いす  
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
   

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 動物の仲良し作りをする。 

・同じ動物の仲間を探してグループを作

る。 

・動物バスケットをする。 

 

  

 

 

  

 
 
 
 
 
 
２ 数の仲良し作りをする。 

・カードに同じ数が書いてある動物を探し

てグループを作る。 

・「６」や「７」になる相手を探してペア

を作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
３ 学習の振り返りをする。 
     ・今日の学習を振り返って感想を言う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎同じ動物ばかり出ないよう、「くま」「さるときり

ん」「動物園（全部）」など、いろいろなパターン

を教えておく。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎同じ数字が違うグループになっている時は、一緒

になるように言う。 

◎あといくつで提示された数になるかすぐに分か

らない児童には、教師がお助けマンになってヒン

トをあげるようにする。 

 

◎本時で楽しかったことやがんばったこと、できた

ことを振り返ることにより、次時の活動や意欲に

つなげるようにする。 

 
 
 
 
★楽しくゲー

ムに取り組め

ている。（行動

観察） 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

★自分の数と

組になる数を

見つけようと

している。（行

動観察） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

どうぶつらんどで もっとなかよくなろう 

同じ動物の友
だちどこかな。

次は同じ数の友

だちをさがす
ぞ！ 

ぼくは２だか

ら、５の友だ
ちは…。 

６ に な る に

は、４でいい
かな？ 

フルーツバス

ケットに似て
いるね！ 

みんなで遊ぶ

と楽しいね。 

相手がいないとき

は、カードをもっ

てきたらいいんだ

ね。

わたしの動

物も言って
ほしいな。
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５ 本時の学習 Ｊ－３  

（１） 活動名  「どうぶつらんどへようこそⅢ ～どうぶつらんどでみんなげんきにあそぼう～」 
         （3/5 時間） 
 

（２） 目標     ・動物の特徴をとらえながら、友だちと仲よく歌ったり踊ったりすることを楽し   
む。音楽 体育 

  
（３） 評価規準  ・動物の様子を想像しながら身体を動かし、友だちと一緒に歌うことを楽しむ。 

【音楽への関心・意欲・態度】音楽 
・動物の特徴をとらえながら、友だちと仲よく動物になりきって踊ることを楽し
む。【運動の技能】体育 

 
（４） 準備物      ＣＤデッキ ＣＤ 音楽の教科書の拡大図 様子や鳴き声を書くカード 動物    

の写真 
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
   

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 動物じゃんけんをする。 
 

・先生と身体を使ってじゃんけんをする。
・友だちとどうぶつじゃんけんをする。 

 
  
 
 
  
 
 
 
 
 
 
２ いろいろな動物になりきって踊る。
 
 

 
 

 
・音楽に合わせて、色々な動物の動きをま

ねしたり、鳴き声を入れたりしながら踊
る。 

・リズムに合わせて友だちと一緒に踊る。
 
 
 
 
 
３ 動物の出てくる歌を歌う。 

○アイアイ 
○こぶたぬきつねこ 

○パンダ うさぎ こあら  など 
○おうま  など 
・身体を動かしながらみんなで歌う。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎教師がデモンストレーションをして、手本を見せ
る。 

◎自分から友だちの所に行けない児童には声かけ
をする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎いろいろな動物の写真を提示して動物のイメー
ジを持たせるようにする。 

◎動きのイメージがわかない児童には、友だちと一
緒の動きでもよいことを伝える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎児童から出てきた歌から取り上げ、レパートリー
を増やしていくようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★動物の特徴
をとらえ、友だ
ちと一緒にな
りきって踊る
ことができる。
（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★歌に合わせ
て進んで身体
を動かし、友だ
ちと一緒に楽
しく歌唱表現
しようとして
いる。（行動観
察） 

 

どうぶつらんどで みんなでげんきにあそぼう 

く
ま
だ
よ 

ぱ
ー 

た
ぬ
き
は 

ぐ
ー 

チョキはむず

かしいね。 
速くなると、
大変だ！ 

動物じゃんけ
んは、初めて
だよ 

たくさんの友
だちとじゃん
けんするぞ。

どうやった
らそっくり

になるかな。

～さん上手だ

な。まねしてみ

よう。

友だちと一緒に

やってみよう！ 
鳴き声も言う

といいね！

き
つ
ね
だ
よ 

ち

ょ
き

・さる ・うさぎ ・かんがるー ・へび 

・きりん ・ぺんきん など 

知らない歌も

歌えそう。 
ほかにも知
ってるよ。 

保育園の時歌

った歌がある
よ 

ふりもつけ

ると楽しい

ね！
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５ 本時の学習 Ｊ－４ 
（１） 活動名   「どうぶつらんどへようこそⅣ ～すてきなどうぶつつくっちゃおう～」（4/5・5/5

時間） 
 

（２） 目標    ・お気に入りの動物をいろいろな紙を使って絵に表すことを楽しんだり、絵に表 
したことを友だちや先生、家族に伝えたりすることができる。国語 図画工作  

   
（３） 評価規準  ・切ったりちぎったりした紙で動物を作り、絵に表すことを楽しむ。図画工作【造

形への関心・意欲・態度】 
・絵に表したことを友だちや先生に伝えることができる。国語【話す・聞く能力】 

 
（４） 準備物   色紙（大・小） 色画用紙 四つ切画用紙 動物の写真や図鑑 ＣＤデッキ Ｃ

Ｄ   
 

（５） 展開 
 

主な学習活動 
   

児童の意識の流れ ◎教師の支援 
 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 動物の出てくる歌を歌う。 
   ・今まで歌った歌を身体を動かしながら楽

しく歌う。 
  
 
 
  
 
 
２ 好きな動物を絵に表す。 
   ・いろいろな紙を切ったりちぎったりして

画用紙に貼り、自分の好きな動物に見立
てる。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 絵を見せながら、作品について話す。

・出来上がった作品を友だちや先生に見せ
ながら、表したことを話したり、友だち
の話を聞いたりする。 

 
 
 
 
 
 
 
４ 学習をまとめる。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
◎今まで歌った歌をみんなで楽しく歌えるような

雰囲気を作り、次の活動に楽しく入れるようにす
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎パスやマジックで動物を増やしたり、背景に好き
なものを書き足したりしていくことを知らせ、児
童の自由な発想を生かす。 

◎いろいろな道具や紙を選べるようにする。 
◎ちぎり方も工夫していけるよう、児童の発想など
随時取り上げ、紹介する。 

◎パスやマジックも使ってよいことを事前に言っ
ておく。 

◎イメージが浮かばない児童には、本や図鑑を見た
り、友だちのよい所をまねしてもよいと声をかけ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎２人組で友だちの話を聞いたり、作品を見たりし
た感想も友だちに言ってあげるように助言する。 

 
◎友だちとのお話の場面から児童の言葉などを取
り上げ、今日の学習の評価やまとめをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★切ったりち
ぎったりした
紙から、動物を
表すことを楽
し ん で い る 。
（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★絵を見せな
がら話したり、
友達の話を聞
いたりする。 
（行動観察） 

 
 

 

すてきなどうぶつ つくっちゃおう

動物の出てくる

歌、たくさん覚え
たよ。 

わたしはこの
曲が好き。 

どんな動物

を描こうか
な。 

どんな紙を使
おうかな。 

ぎざぎざにち
ぎって、ライ
オンにしよう 

この色の紙
がぴったり。

ぞうの親子を描
いたよ。鼻が上
手にできたよ。

犬が好きだか
ら、たくさん描
いたよ。 

キリンが葉っぱ
を食べてるとこ
ろを描いたよ。 

おサルのしっぽ
を長くしたよ。す
てきでしょ。
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第１学年スタートカリキュラム 大単元「いちねんせいになったよ」活動案     
 
１ 単元名 「みんななかよし（第３期）11 時間 ②みんなであそぼう なかよくなろうⅠ・Ⅱ ６時間」   

   

２ 第３期の目標  学級や学年の友だちいろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生活を 
送ることができる。 

 
３ 単元の目標    学級や学年の友だちいろいろな活動をしてさらに仲良くなり、意欲的に学校生活を 

送ることができる。 
 
４ 小単元名 「みんなであそぼう なかよくなろうⅠ・Ⅱ」 

（１）目標     ・リズム遊びをしながらリズムに慣れ親しんだり、言葉遊びを通して言葉のリズ  
ムのおもしろさを楽しんだりする。国語 音楽  

・協力して集会の準備をして集会を楽しみ、学年の友だちと仲良くなることがで 
きる。道徳 学級活動 

・学校探検で出会った人やお世話になった人に自分の気持ちを伝え、人との出会
いを楽しむ。国語 生活 道徳 

  
（２）小単元計画 （６時間） 

時間 小単元名 主な学習活動 教科との関連

    
 １ 

みんなであそぼう なか 
よくなろうⅠＫ－１ 
（みんなであそぼうなかよくなろ

う） 

 

 

①リズム遊びをする。 
・手拍子や簡単な楽器を使ってリズム遊びをする。 

②リズムに乗って詩を音読する。 
・「あひるのあくび」など、既習の詩をリズムに乗って音

読する。 

③詩を作る。 
・グループで協力して、「あひるのあくび」などの詩の特

徴を生かして、詩を作る。 

④詩を発表する。 
・グループごとに作った詩を発表する。 
 

音楽 1/3 
国語 1と 2/3 
 
 
 
 
 
 

 
  
 ２ 

(１ねんせいなかよししゅうかい  

をしよう） 

Ｋ－２ 

①学年の友だちと仲良くなるために、集会でした
いことを話し合う。  

・今まで学習したり遊んだりした中から、学年の友だちと

一緒にしたいことやできそうなことを考えて発表し、す

ることを決める。 

②準備をする。 
・自分たちで準備できそうなことを確認し、準備をする。 

学級活動１
道徳１ 

 ３ 

Ｋ－３ ③なかよし集会をする。 
・学年の友だちと一緒に集会をする 

 

 
 
４ 
 ・ 
５ 

みんなであそぼう なか
よくなろうⅡＫ－４ 
（たんけんでおせわになったひ 

とにてがみをかこう） 

 

 

 

 
 

①学校探検で出会った人やお世話になった人を思
い出し、手紙を書きたい人を決める。 

・学校探検で出会った人やお世話になった人を思い出し、

手紙を書く人を決める。 

②自分の決めた人に手紙を書く。 
・自分の決めた人に、お礼の気持ちを手紙で表すよう、手

紙を書く。 

③手紙を書いた人に渡す。 
・手紙を書いた人に手紙を渡しに行き、自分の気持ちやお

礼の言葉などを言う。 

国語１
道徳 1/2 
生活 1/2 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

Ｋ 
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５ 本時の学習 Ｋ－１ 
（１）活動名   「みんなであそぼう なかよくなろうⅠ ～りずむでたのしくあそぼう～」（1/6・2 

/6 時間） 
 

（２）目標    ・リズム遊びをしながらリズムに慣れ親しんだり、言葉遊びを通して言葉のリズム 
のおもしろさを味わったりし、詩を作ることを楽しむ。国語 音楽  

 
（３）評価規準 ・友だちと一緒にリズム遊びをして身体表現やリズム表現に慣れ親しむ。音楽【音

楽への関心・意欲・態度】 
         ・言葉や詩のリズムのおもしろさを味わい、詩を作ることを楽しむ。国語【読む能 

力】【書く能力】 
 
（４）準備物     ＣＤ ＣＤデッキ タンバリン カスタネット 鈴 トライアングル 詩の作業 

用ワークシート 模造紙 マジック 
    
（５）展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ リズム遊びをする。 

・教師のまねや友だちのまねを
してリズム遊びをする。
（手・足・身体） 

・好きな楽器を選び、同じ楽器
でグループを作り、曲に合わ
せてリズム遊びをする。 

・言葉や歌に合わせてリズム遊
びをする。 

 
 
 
２ リズムに乗って詩を音読

する。 
・既習の「あひるのあくび」「う

たにあわせてあいうえお」を
リズムに乗って音読する。 

・全員・列・ペアなど形態を変
えて、音読する。 

 
 
 
 
 
３ 詩を作る。 

・グループで協力し、「あひる
のあくび」などの詩の特徴を 
生かした詩を作る。 

・一人が好きな行を３つぐら  
  担当し、グループで協力し  
  てア行からワ行まで完成さ
せる。 

 ・作った行をそれぞれ模造紙
にマジックで書く。 

 
 
 
 
４ 作った詩をグループごと

に発表する。 
    ・分担したりみんなで読んだり

して、みんなの前で発表する。 
 
 
 
 
 
 
 
５ 感想を言う。 

・今日の学習を振り返って感想 
を言う。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎簡単なリズムから少し複雑なものにしたり、リズムの速さを
変えたりしながら楽しくできるようにする。 

◎タンバリン、カスタネット、鈴、トライアングルを用意して
おき、選べるようにする。 

 
 
 
 
 
 
◎身体でリズムを取りながらテンポよく読むことができるよ
う、教師も一緒に楽しく読むようにする。 

◎手拍子をしたり、小さな打楽器を使ったりしながらリズムに
乗ることができるようにする。 

◎全員・列・ペアなど、児童の実態に応じて形態を変えて楽し
く音読できるようにする。 

 
 
 
 
 
 
◎詩の特徴（行や文字の数のきまり、意味のおもしろさなど）
を確認しておく。 

◎１人が３行くらい作ってグループで１つの詩を完成させる
ことができるよう、分担させる。 

◎なかなか作ることができない児童には分担を少なくしたり、
ヒントを示したりする。 

◎早く終わったグループから読む練習をする。 
 
 
 
 
 
 
 
◎友だちの作った詩や違うグループの読み方などのよいとこ
ろに注目して聞くように言っておく。 

◎グループ全員で揃えて読むのが難しければ、できるだけ分担
して読むように助言する。 

 
◎おもしろかった作品やリズムに乗って楽しく読めていたか
などについて感想を出させ、それをもとに今日の学習評価を
する。 

 

 
 
 
 
★友だちと一
緒にリズム遊
びをして身体
表現やリズム
表現に慣れ親
し ん で い る 。
（行動観察） 
 
 
 
 
 
 
★言葉や詩の
リズムのおも
しろさを味わ
っている。（行
動観察） 
 
 
 
 
 
 
 
★友だちと詩
を作ることを
楽しんでいる。
（行動観察・ワ
ークシート） 

りずむでたのしくあそぼう 

どの楽器にしようかな。 手・手・ひざ・
肩・ポーズ！ 

あいすは あま
いよ あいうえ
おって、どう？

僕はサ行とナ行と
マ行を考えるよ。 

音をよく聞いて
遅れないように。

速くなると難しい
けど、楽しい！

リズムに乗って読
むと楽しいな！ 

次は僕たちの

列！ 

たこやき たくさん
たちつてと、なんで
も なかよく なに
ぬねの。

あちこち あるい
て あいうえお、
かっぱが かいも
の かきくけこ。
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５ 本時の学習 Ｋ－２ 
（１） 活動名   「みんなであそぼう なかよくなろうⅠ ～１ねんせいなかよししゅうかいをしよ   

う～」（3/6・4/6 時間） 
 

（２） 目標    ・協力して集会の準備をし、学年の友だちと仲良くなりながら集会を楽しむこと     
ができる。道徳 学級活動 

 
（３） 評価規準  ・集会でしたいことを考えたり、友だちと協力して集会の準備をしたりする。 

道徳【（２）－ウ 友だちと仲良くし、助け合う】 
・学年や学級の友だちと仲良く集会活動を楽しむ。学級活動【関心・意欲・態度】 

 
（４） 準備物    模造紙 マーカー 折り紙 ＣＤ ＣＤデッキなど 

 
（５） 展開① 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
１ 学年の友達と仲良くなるために集会

でしたいことを話し合う。 
・入学してから今までに学習したり遊んだ

りしたことの中から学年の友達と一緒に

したいことやできそうなことを考えて発

表し、することを決める。 

 

  

 

 

 

 
 
 
２ 集会の準備をする。 

・簡単な役割や準備をみんなで分担して行

う。 

  

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

◎１人１つは言うことができるようにする。 

◎一人一人の意見を尊重し、自分たちで決めたとい

う意識を持つことができるようにする。 

◎時間や内容の見通しを立てるのは難しいので、教

師が助言しながら計画をたてるようにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎挨拶や進行、プログラムの準備など児童ができそ

うなことを示し、準備や役割などに参加させるよ

うにする。 

◎初めての集会なので、児童の自主性を大事にし、

「やってみたい人？」などと問いかけ、やりたい

準備や役割から分担するようにする。 

 

 

 

 

 

★集会でした

いことを考え

たり、友だちと

協力して集会

の準備をした

り す る 。（ 発

言・行動観察）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ねんせいなかよししゅうかいのじゅんびをしよう

歌を歌うと楽
しいね。 

プログラムに絵
を描きたいな。

始めの挨拶を
言ってみたい
な。 

動物のダンス

もいいね。 

いろんな友だち
にサインをもら
いたいな。

じゃんけんの遊
びはみんなでで

きそう。 

折り紙も折って
貼ろうよ。 

終わりの挨拶、
～ちゃんとだっ

たら言えるよ。
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Ｋ－３ 
展開② 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★ 評価規準
（評価方法）

 
 
 
 
 
１ 始めの言葉を言う。 
 

 

 

 
 
 
 
２ 歌を歌う。 
   ・自分たちで決めた歌を歌う。 

 

 

  

 

 
３ みんなで遊ぶ。 
   ・みんなで決めた遊びをする。 

（例）かもつれっしゃなどいろいろなじ

ゃんけんゲーム、おにあそび、サ

イン交換など 

    

 
 
 

 
４ 終わりの言葉を言う。 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 

 

◎各学級で役割分担をしておく。 

◎終わりの言葉を児童が元気に言うことができる

よう、教師が近くで見守り、必要な時には支援す

る。 

 

 

 

 

 

◎自分たちで決めた歌を歌い、会が楽しくなるよう

に雰囲気を盛り上げる。 

 

 

 

 

 

◎教師が主導しながら、他のクラスの児童とかかわ

って楽しく遊べるようにしていく。 

◎遊びの中に積極的に入れない児童がいるようで

あれば、教師が配慮しながら集会に参加できるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

◎「楽しかった」「またみんなで遊びたいな」とい

う気持ちになるよう、拍手をして終わるなど、よ

い雰囲気で終わるようにする。 

◎終わりの言葉を児童が元気に言うことができる

よう、教師が近くで見守り、必要な時には支援す

る。 

 

 

 

 

★学年や学級

の友だちと仲

良く集会活動

を楽しむ。（行

動観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ねんせいなかよししゅうかいをしよう 

これから 1 年生
仲良し集会を始
めます。 

今日はみんな
で楽しく遊ん
で、仲良くなり
ましょう。 

さんぽはみん
なで歩きなが

ら歌おうか。 

てとてであくし
ゅを歌って 2組さ
んと友だちにな
ろう。

かもつれっしゃは

6 年生ともしたか
ら、すぐできるね。

3 組さんの～
にサインを

もらったよ。 

私は、サインを
８人にもらい
ました。嬉しか
ったです。 

2 組と 3 組の人
と遊んで楽しか

ったです。 
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５ 本時の学習 Ｋ－４ 
（１） 活動名   「みんなであそぼう なかよくなろうⅡ ～たんけんでおせわになったひとにてが

みをかこう～」(5/6・6/6 時間) 
 

（２） 目標      ・学校探検で出会った人やお世話になった人に自分の気持ちを伝え、人との出
会いを楽しむ。国語 生活 道徳  

   
（３） 評価規準   ・学校探検で出会った人やお世話になった人に自分の気持ちやお礼の言葉を伝

え、人とのかかわりを楽しむ。生活 【生活への関心・意欲・態度】 
              ・簡単な手紙を書くことを通して、手紙を書くことの楽しさを感じ取る。国語 

【書く能力】 
 

（４） 準備物      探検のことを書いたカード(生活科で使ったもの） 手紙用紙（数種類） 国
語の教科書（50 音表） 

 
（５） 展開 

 
主な学習活動 

   
児童の意識の流れ ◎教師の支援 

 予想される発言 

 
★評価規準 
（評価方法）

 
 
 
 
１ 学校探検で出会った人やお世

話になった人を思い出し、手紙
を書きたい人を決める。 

   ・どんな人に出会ったりお世話にな

ったりしたか発表し、自分が手紙

を書きたい人を決める。 

  

 

 

  

 
 
２ 自分が決めた人に手紙を書く。 

・自分の決めた人にお礼の気持ちや

自分の思いを手紙で伝える手紙

を書く。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 手紙を書いた人に渡す。 

・手紙を書いた人に手紙を渡しに行

き、自分の気持ちやお礼の言葉な

どを言う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎かかわりがあった人や書きたい人が２人以上いる場合

は、まず１人に絞って書くように言っておく。 

◎なかなか決まらない児童には、「～を探検して、誰と会

って、どんなことをしたかな？」などと聞きながら、

書く気持ちを盛り上げていくようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎文を書くのが難しい児童は、書きたいことを聞いたり、

５０音表を見たりしながら短い文が書けるよう支援す

る。 

◎手紙用紙は児童が選ぶことができるよう、数種類用意し

ておく。 

 

 

 

 

 

 

◎可能であれば、この時間にみんなが渡しに行けるよう、

事前にお願いをしておく。 

◎この時間に渡しに行けない場合は、休み時間や昼休みな

どに行くことができるよう、お願いをしておく。 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
★学校探検で
出会った人や
お世話になっ
た人に自分の
気持ちやお礼
の言葉を伝え、
人とのかかわ
りを楽しむ。
(行動観察・手
紙) 
★簡単な手紙
を書くことを
通して、手紙を
書くことの楽
しさを感じ取
る 。 ( 行 動 観
察・手紙) 
 
 

 

 

 

たんけんでおせわになったひとに てがみをかこう

保健の～先生
に手紙を書き
たいな。 

～先生が楽器の鳴
らし方を教えてく
れたから、お礼が
言いたいな。

探検の時はいろ
いろ教えてくれ
てありがとうご
ざいました。

この紙で書きたいな。 

私は、図書室が大好
きになりました。 

今度は休み時間

に行ってもいい
ですか。 

～先生、いつもお

いしい給食あり

がとう。

探検の時はあり
がとうございま

した。 

校長先生と鬼ごっ
こをして遊びたい
です。 
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